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純眞な る友情
－伸びゆく日林協一

松川恭佐
1955年の暮れも間近い。

原子力の平和利用・東西ドイツの統一問題・平和愛好のソ連の動き…･内政では，革新・保守二大政党の成

立など，かえり承れば洵に波紋に富む1年であった。しかし，どれもこれも安定を得たものはなく，このまま

の姿で年を越そうとしているのである。

第2次世界大戦が終ってから’0年，漸く落つきを得ようとする世間では，上述のような過渡期を経て，次

のより安定した平和時代に移りゆくことを期待しているが，いわゆる真相を知ると称するものは，これを偽装

平和と言い，あるいは取引と評している。〃気をつけろ・だまされるな〃と警告しているのである。

政治社会，とくに国際政治にあっては，ほとんどが，一般道徳を飛びこえたかなたで，もろもろの政治家・

政治屋が横行し，およそよくないことをしているのは，新聞の伝える通りであるようだ。世間が，これを政治

の常道として，黙認せざるをえないでいることは，あだかも，公明選挙を掲げておきながら，しかも違犯せざ

る選挙はなしとするを，常識と心得ているが如きである。なお甚しきにいたっては，美名政治の餌を与え，こ

の醜い選挙を商売にして，プロ政治屋がくらしを立ててゆける世の中である。

このような偽臓の多い世の中にあって，社会の小部門ではあるが,,わが林業技術界は，あくまでも過信を避

けつつ，極めて地味な歩承をつづけて来た。前述のような悪業と比べたら，愚鈍とも評されるほど謙虚な進詮

方ではあるが,内には純真で,しかも,燃えるような情熱をた幣えて形づくられた社会である。しかもわれわ
れは，あえて君子の美徳を説くものでもなく，素より独善排他を意図するものでもないが，どこまでもこの純

真の行き方を正しい道として，進んでゆきたいと念願するものである。

近年林産加工面が，原始産業の緋業面から伸出して，工業面に大きく具体化して進展しようとする時代とな

り，本年もそのあらわれが，ひとしお濃厚となって来たことはよろこばしい。

林業の経営･育成面でもまた，ぴったり地についた日本固有の多岐なる林業技術生命を更生せしめるために

旧套を脱しようとするきざしが擬頭しつつあるやに察せられる。通りいつぺんの視察感や観念論で，作業法を

批判したり，それに耳を傾けるような昏迷時代は，遠からず過ぎ去るであろう。

これらは何れも長年にわたり，ぢゑちの研鐵が先輩から後進にうけつがれ，鹿かれてゆく，われわれ社会の

純真なる技術魂の所産であると同時に，また将来への約束でもあらねばならないと考える。

われわれの協会の細且織においては，会員の総意に基いて，学校・民有林・国有林の会員が，それぞれ自主

性を高めつつ融合し，平等一丸となる年来の懸案が確立された。

また，3年にわたる石狩川源流原生林の調査成果の収集も終了を告げ，次で2年にまたがる北海道全域森林

大風害の調査も，初年度の調査を終り，来年度への準備を進めつつある。

航空写真測量の業務運営も概ね企画設計通りの遂行を見つつある。

創立30周年記念事業のうち，ただ一つの残された事業だった林業百科事典の編墓も，斯界多数の権威者の

協力によって，本年その緒についた。

これら日林協活動の事実は，いづれも会員協力の賜物でなくして何であろう。決して一個人・一部門のなし

うるところではなく，日林協の名において，全会員が，本協会の使命達成に純真なる情熱を傾けられた友構の

結晶にほかならないのである。

あだかもこのとき，柴田林野庁長官の仁政を継いで，石谷長官を中核とする清新強力なる林政中枢陣容が生

れたことは慶びにたえない。われわれは，この感激を涙なくして見ることは出来ない。何となれば，これもま

た，林業技術尊重の純真なる伝統精神によって，長い年月にわたって培かわれた稔りの一つであると信ずるか

らである。

年末に当り心から，会員諸費のご健闘を祝福し，希望にかがやく1956年を迎えられんことを祈念する次第

である。 (Nov.21, '55)
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らば,林業政策の体制の確率が称政の第一目標ではない。

むしろ目繧建成のために用いられる手段である，という

ことである。私肱この考え方は妥当と思われるので，こ

の1955年の林政部門の回顧を試ゑるにあたって，日本

の林蝉告に示された，この立場をとることにした。し

かしその前に，説明の便宜上，次のように繕斉用語の意

味をはっきりさせる必要があるように思われる。

澗錐を一つの経済依系として理解するためには,鞠
を経済数量（価格，労賃等）の体系として掴承，変数を

もって現わすことが許されるであろう。そしてこの経済

体系に及ぼす影響の程度に従って，内生変数と外生変数

とに分けることが出来る。内生変数とは狭い意味で経潜
体系の内部で決定される経済数量の変数であり，外生変

数とは経済体系の外で決定される変数であって，自然．

技術・社会・制度・政治等の力であると．一応は宝義し

てよいであろう。これらの用語は計蟄経済学では最も普

通に用いられる言葉である。
、

林政 部門

有水 臘

1955年の林政部門は，一言にしていえば平穏のうち

枢その幕を閉じてし蓑いそうで，問題は余りない。しか

しその中でまず取上げてよい問題は，去る4月，東京で

開かれた第3回FAOアジア太平洋地域林業会識であろ

う。この会議の成果は，世界林業の一環としてのアジア

林業の性諾や，国際比較による日本林業の立場を外国か

ら訪れてきた林業代表者や日本の林業関係者に,，目の当

り明らかにした点にあったと思われる。

その中で私が特に注目したいことは，この会織の席

上，我力琳野庁が各国の林政報告書と一緒に発表した日

本政府の林政報告書である。それによると，日本の林政

の目標ほ，

（1）林産物の需給の逼迫の級和。

②国土保全，産業の生産基盤の整艤

にあることを明らかにしている。このことは，日本林政

は一つの経済政策であり，そのような経済政策に見合っ

た林業政策の体制に林政の体系がおかれるべきである，

ことを明示したものと私は理解する。更に付け加えるな

垂

そこで林政の対象である日本林業を一つの経濟政策の

行われる場所として， そこに経済体系を考えるとする

と，一体どのような内生変数と外生変数が，どのような

関係を相互に保って，一つの体系（モデル）をつくって

一一一‐2－
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1955 年 の 回 顧

いるのであるか，ということが次に考えられなければな

らない。林政の問題は，一見行政法規の体系であるよう

に見えても，結局はこのモデルから由来するものである

から， その意味で先ず考えられなければならないこと

は，このモデルの立て方である。そのために今年もこの

方面での研究は進められたし，そのモデルで説明される

ような政策の動きが見られた。そこで(1)研究部門，②政

策部門とに分けて回顧を試承，結語をもって閉ぢること

にしたい。

（1）研究部門

林業の経済体系をつかもうとする研究の方向は大別し

て，二つに分けられるであろう。

（1．1.）一つは国際比較，或いは地域経済史の比較に

よる研究，

である。これらの研究は示唆に富んだ内容をもつもので

あった鱗，これを更に分けると，

（1．1．1.）体系をもたないもの。

〔1．1．2.）ある特定の体系を是認し，その体系の上

に考察を進めるもの。

とに区分出来よう。後者の中には，過去の日本の林政の

中にあった体制の批判を主たる目的としているように見

受けられるものもあった。もう一つの方向は

（1‐2.） 現在の日本林業のあり方を経済分析によっ

て,その体系を明らかにしようとするもの。

である。その意味でこの方向はより実証的であり，現実

の問題をとらえている，といえよう。ここでは説明の便

宜上’（ﾕ・ 2．）から説明したい。

（1．2.）の代表的な例は，綜合経済計画の中の林業計

画である。詳細は計画そのものに譲り，簡単な説明をこ

ころ象るならば，マスモデルとしての国民経済では,経

済自立と完全雇傭が計画目標として設定され，国民経済

の鏡漠がインフレを起すことなく，しかも国際収支を悪

化させない，という条件の下では，総生産量は各産業部

1門の生長率をどのように決めたとき，その目標を達成出
来るかという考え方が基本になっている。このセクショ

ンモデルとしての林業部門では，生産計画の中心を木材

利用の合理化，輸入，奥地林の開発において，造林，林

道治山等の公共事業に対する財政支出計画を立ててい

る。しかし，パルプ産業を中心とする鉱工業生産の今後

の成長や，公共事業計画全体と林業投資計画との調整が

容易でない等から，計画の荷睡を危ぶむ向もあるようで

ある。

しかしながら，林政の問題を考えるときに，このよう

1にマスモデルとセクションモデルとをはっきり，数量的

jこ関連させて考察するようになったことは，確かに一つ

の前進といえるであろう。

この線に沿った組識的な研究の一つは，日本産業構造

研究会の轆善である。この報告書は，日本の遊諜騨豊
との関連において森林資源の長期的変動をまず掴んだ

後，林業の生産性の向上と森林資源の開発のための合理

的な方法をy院している。その中では，製材工業の現在

の在り方に反省を要するとし，林業経営の向上のために

その是正をもとめている。次ぎに，エネルギー・バラン

スの推移測定を行って，薪炭林や薪炭材･生産⑬対策をの

べている。結論としては，樹種転換や，木材利用の合理

化のため，木材が今後一層工業原料に転用されなければ

いけない，と強調している。もう一つの特記すべき研究

は，産業連関表の第1次試算の結果が発表になったこと

である。この研究は政府の各部局で政策の実用に供する

目的で，産業連関分析を行う気運を見せ始めたことを意

味し，今迄研究室で行われたものを，実際の政策に鶴蒲

するものである。しかし，このような分析はレオンチェ

ブ体系による日本経済の計量的構造分析の端初にすぎな

いが，今後その統計分析方瀧の改善によって将来実用性

が著しく増加するであろう。

この連関表の中には（80部門表),林業,木製品工業,

紙，パルプ･工業等が含まれており，林業部門と全産業と

の連関性が，最終需要の変動を通じて一応数量的に把握

される。そして数多くの有益なデータ（販売･雇僻･蚤

易係数等）が林業関連部門について得られるので，林政

に稗益する所,大きなものがあると思われる。菌糸にこ

の表は，昭和26年度の資料に基いている。

ここで挙げた研究は,経済体系を内生蕊数と外生変数

との関連から意味づけて，現実の経済政策に使える研究

にもってゆこうとする一連の努力を親わすものである。

へ

よ

ゆ

（1．1.）の中，（1．1．2.）の中には，日本の治山治

水政策の批判や，林野制度，山村地主に対する批判が，

あるモデルを通じて行われた。しかし山村地主について

の批判では，今迄の見方が土地所有の立場にあったのに

対して，新たに資本の立場から考察しよ-うとする行き方

が加わった｡､(1．1．1.）は，はっきりしたモデルを設

定することなく，主として林業の体制と経済政策との

"ずｵ抄をついて批判と反省をこころ承たものである。

それらの対象となった問題は，一つは森林計画自体につ

いてであり，他は国有林，公有林，国土保全政策等，林

政の体制全般にわたる問題であった。森林計画について

ば，保安林整備問題と森林計画の運営との矛盾，保換林

整備と水源林造成事業との関連，保安林の補償問題，未

開墾地買収，伐採調整資金の問題等が主として取扱われ

た。次ぎに，森林資源の実態の把握，林種転換，森林組

合の強化，普及事業等がこれに続いた。

丸一
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てきた。その最終の問題は，米国における関税引上問題

である。この問題は，日本の占める国際政治上の優位性

により，日本側に有利に解決されたものの，合板工業の

産業職造にもとづく，不安定な価禰職造が合板の輸出協

定価格制の自主的な実施を必要とするに至った。しかし

それだけでは価格は安定しなかったために，原木の輸入

制限となり，更に合板の輸出割当制に迄発展した。その

他日本からの木材輸出の制限が解除され，複雑な国際関

係を通じてソ連材の輸入も行われ，表面的には木材賀易

も戦前の状態に漸く帰りつつある。

木材の流通機構の面で目立ったことは，鉄道運賃の軽

減と，木材引寂税の流通課税としての本質が失われたこ

とから，木材業界の団結による引取税の撤廃運動が全国

的に展開されたことである。

林野庁の予算では，国有林の30年度会計において，

金額は僅かであるが，労務厚生費のみが約1割近く増額

された。この事に多少関連することであるが，来年度の

林野一般会計で新項目として山村振興助成饗が計上され

た。それは共同経営,薪炭林の改善等,主として林業技

術の導入による，山村社会の福祉の増進を目的とするも

のである。また林産物市況調査が更に充実され，綜合的

な市況調査が計画されている。

②政策部門

政策部門には変化椎みられなかったし，大体において

前年度の政策を受けついだものとみられた。

その中にあって，政策に関連あるものとして見逃すこ

との出来ない事摘は,左派社会党の山林解放策である。

グリーン・エイヂ10月号誌上で左社政策審議会長伊藤

好道氏が行った説明によると，山林解放の意義は決して

単なる経済的なものだけに止まるものではないとし，ま

’ず山林労働者の地位の向上と安定をはかることにより，

山村社会の福祉の増進を目指すものであるとしている。

この政策の核心をなす土地問題については，大山林所有

者より解放した土地は，原則として国または地方公共団

体の管理下におき，可耕地は農民の斌有地として分配す

ることを明らかにしている。そして日本農業の社会主義

化のために林業を如何に禾堀するか，とV,うととが重要

であるといって，林業が農業に隷属するものとの見解を

示し，それを実現するために，国士調査左全国的に実施

し綜合開発計画を立て，森林法を抜本的に改正する意向

を承造ている。

麓鰯繍難講難?繍
墓瀧璽蕪鴬震毒難上鰯鳥
は,獅鑪の風倒木処理の問題であるが, この問題は短
期的な撹乱因子であるとして,主に技纐勺な取扱を受
け,経済問題としては開銀の融費が要望された程度に止
まった。そして風倒木処理のその後の仕方も，この線に

沿寧って涙扱われているようである。

その他,生産計画として，国営造林の構想が伝えられ

たが，立案されたま髪で終った。

木材貿易の面で妹，合板工業の問題が大きく浮び上つ

一

、

八
、

Q

､

③結語

林政を経済政策として進めて行くためには，林業経済

の織造の内生，外生変数による体系を作成することが先

決問題である。そのためには，既製のモデルに頼ること

なく，林業経済の研究者が自らの力で日本林業の経済体

系を，仮設検定を可能にするような型で見出すことであ

る。来年度において，このような理論が生れることを祈

りつつ柵筆する。 （東京大学農学部）
召

~
＝

子供に不平がられるし，学較ではなれないff\, とくに

教えるという，今迄にやったことのない杜淳の準備に，

大半の時間をとられ，今迄のように，一人であたえられ

た刷究を進めておればよかった時代とは全く違ったキン

ニクの使い方をしなければならなかったので，カッパが

水から上った如く，ポーゼン自失のうちにこの年を過し

てしまった。従って，大体乗る刺誌には一通り目は通し

てはいるがサテとなると何も残っていない。

従って回顧せよとセマられると，育休で何があったろ

うかは一寸と思い出せない。

甚だ失礼だが，私の不勉強を棚上げして申せば，この

一年は先づ先づ平おん無事であったのではなかろうか。

こんなことを言えばお叱りをうけるだろうが，教室の連

育林部門
グ

四手井綱英

育秣部門のﾕ955年度の成果について,一年のシメク
クリをしろとのお話しであるが，さて何があったかなと

ふりかえって見て先づ驚くのは一年のなんと短かいこと

よという時の流れの早さである。筆者は昨年の今頃はま

だ，技官として檸試鍵易にいたのに，今では，雲数

授いや下等教授として学生を教えること半年という身分

になっている。あわただしい一年だった。

私的な話しで葱辮だが，私にとってはこの身分の違い

が，本年での一番の重大事であって，家がなく，女房や

－4－
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ルド試験が多かったが，近頃はフィールドと言えば苗畑

位で，多くは実験室的な室内試験を多くやる傾向があ

り，造林研究室も化学実験室のような犠相を呈して来

た。
タネ

このためか，称学会誌を見ても，種の研究が意外に多

い。

私達のやり始めた時は，われもわれもと山へ入ること

を望んだが，近頃はそんなドロクサイことはやめて，キ

レイな実駁篝で，フラスコやビーカ戸をにぎるのをよろ

こぶようである。この傾向は農学全体にもあるようで，

京大でも農封上学はチョー澗員の盛況である。

これはウレウペキことかどうかは知らぬが，フィール

ドは実業家にまかしておけでほ，叉研究と技術の遡雑が

起りそうだ。

或る人に言はすと，これは金がないからで現世では，

メンデルが僧院の庭に豆をまいて識茨した鐵莫以上の大

織莫の育休研究は出来ぬとのことであるが，もしそうだ

とすれば甚だなげかわしいことである。

昔しのようなユージイな試験もあってもよいと恩はれ

る。しかし，これには色なな反省が必要なのは勿論であ

る。

研究者，為政者の反省を求めたい。

私が関心をもっているからかもわから踵が，数年前か

ら純分密度の問題，生函生の問題が再にんしきされ始め

ていたが，佐藤犬七郎氏や坂口勝美氏のこれに関する報

告が出ていることは注目に価いする。間伐が科学穆訓『化

されるためには，こういった基礎的な研究が必要だった

のであるが，久しくなをざりにされていたとも言えよ

う。

これは，間伐という技術を先づ薔及しなければならな

いといったアワタ友シサが，どんな木をえらぶかの問題

に先づ頭をつっこました結果で，間伐すると林は良くな

ると始めからきめてかかっていたが，或程塵普及して承

ると，間伐すれば林の生産性がどうかわるかがすこしも

分かっていなかったのである。

林分内の競争とか密度とか生産性とかの問題はきっと

これから盛んに研究され，重要問題となるであろう。

間伐についてはイワユル本数間伐式の考え方が戦後と

り入れられたが，今年は中村教授のスイセンのあった牛

山式間伐が，この方でば一番目立った仕事であったよう

だ。

これは，林木の太さに対して適当な占有面積をあたえ

るという考えから，よい木の直径に対する必要な占有面

識を定め,そのジｬ穴になる木を伐って行こうとするも
ので，私も考え方には賛惹を表したい。

叉各所でホーレイの幹級区分が使はれ始めているが，

中に育休で何が目立ったことがあったかねと聞いてもサ

ァドウデしたかねと言う返事しかない。

林業家や称学研究者にはキットなにを申すとフンガイ

する人もいるに違いない。俺があんな立派な報告を書い

ているのに，平オン無事とは何事かといばれるだろう

が，私にはどうも思い濁せないのである。

しかし，実を申せば，研究の進歩とか技術の請垂とか

言うものは，一寸とづつ目に見えない進歩発達が，永年

つ象重さなって犬きな進歩になるもので，一年位のイン

ターバルで目ざましい変化があるはづはなく，ニュース

バリューのある仕事はそうおいそれとは出ない。

だから平オン無罫な一年はそれだけ次年のシッカリし

た基礎になっているはづである。

本年をふりかえるためには昨年のこともふりかえり比

較して見ないといけない。その意味で咋羊肱誹ﾎ界はど

うであったろうと，ホ密術の1954年]2月号を開い

て，サトー・タイシチロー氏の文をよんで見た。

昨年ほ，特に林木育種と林地施肥の問題が浮び上って

いたようだ。そのため，叉挿木，ツギ木の技術的研究が

広く行はれたようである。叉エリートの理友力這澤鴬約に

各方面で行はれ始めた。これらのことは本年も引きつが

れ，林木育種,林地施肥は大きな問題であり，各搾篶雑

誌に論文が出ている。

事蕊3勺に行はれたエリートのえらび出しは私も各地の

国有林でこれが精調勧ですと紹介されたので，かなり砿

んになったようだと思ったが，苗畑へいって摘沐を見，

これの母樹はわかっていますかと聞いて承ると，挿木は

方とからとったので，わかりませんとの遮事が多く，ど

うもその間のつながりまではついていないようである。

叉それだからと言って，苗畑で別にエリートからの養苗

をしている所も零なかった。願はくばエリート熱の急冷

が早く来ないことである。事熱勺にやると，よほどしっ

かりした人が統制せぬと途中でうやむやになり勝ちであ

る。どうもその点事業録はセッカチでこまる。2，3年

の間によい繕果が出ないと，すぐアキラメてやめてしま

うし。国家的華繕には上司の考え方と予算のウラヅケ

が，大きく物をいって，予算が来なかったり，上司に熱

がなかったりすると切角のよいｲi窯が立ち消えになるお

それがあるようだ。

林地jmME問題も同様でまだ海のものとも山のものとも

わからぬが，アマリ功をいそがずに続けてもらいたいも

のである。

次に近頃の造林育休研究の動向として，次のことが言

えやしないだろうか？
表

以前は，生のままの天然生赫や造林地に謎義地をもう

けて，時間をかけて，けいかを見て行くといったフイー

＝

尾

凸

一
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これは今までの幹級区分がふくざつで，素人にはの承こ

みにくかったためであるようで，別に間伐の仕方に著し

い差を生じたものでもないようだ。

一昨年あたり間伐論議が非常に磯んだったし，××式

間伐法と称するものも多く薙菱されたが，こればはっき

りした結末もつかずに尻切れトンボに終ったのはどうし

たことだろう。

一時雛んであった生長の早い木の造林例えばユ戸カリ

造林等もよほど誇誉いたと見えて本年はあまり報告が出

ていない。しかし，通俗雑誌の文芸識kや週間朝日で見

ると，パルプ用材林としてアオギリの造林を進めている

人があるようだ。言い出した人は素人らしいが，この人

は，造林等ほ林学者にはまかしておけないようなロフン

を所とにもらしている。林学者がアオギリの造搾等を思

いつかないわけは，そんな木まで考えなくとも，もつと

鍾塗壁の多い良い木が外にあるからで，ユーカリにし

ろ，アオギリにしろ，なるほど，1本づつ植えてある庭

木等では早くのびるが，林地の生産量となると疑問が多

い。程度の差こそあれ，ヤセ地でコエタ所よりもよくの

び，叉庭木でのびるほど林地でのびる木なぞ，一寸とし

た思いつき位でさがせるものではない。アオギリ等は林

業として植えたことはないから，質問されれば林学誉は
画宣にいって，サァドォデショウとアイマイな返事しか

ないにきまっているが，それだからといって林学者ほ駄

目だとかアオギリが造林によいとかいはれるのは一寸と

早やすぎると思う．

メタセコイヤなども，圃地でば初期の生長が早いが，

これだけで，よい造林樹種だと考えられるとﾌﾊ変であ

る。そういえば，このような成長の早い木はアオギリに

かぎらず，広葉臘癩にはいくらでもあるが，いづれも林

地の生産壁はスギやヒノキ等の針葉樹にまき‘ることがな

いので，だれも相手にしないのだから。

単なる素人の思いつきで，いきなり事蕊約な造榊こま
でもっていくことはよほど慎重にやってもらいたいもの
である。

こんなことにチョーチンをもつ林学者があれば反省ね

がいたいものだ。

こんなことが続出するのにはわれわれも賀任を痛感し

なければならないし，造林学としても大いに反省が必要

である。

この点からいっても泳分の生園生の問題は今後の重要

謝逼としてとりあげてもらいたいものだ。

特用欄睡の研究も一時さかんであったが，迩頁はさび

れたらしい｡こういうものにははやりすたりがはげしい。

それは，生産されたものの市場価格が生産鐘と共にガタ

落ちになるからで，その点よほど気をつけぬと，普及し

た時分にナントもならなくなり，尻のもって行き所がな

く，普及された方が大困りという状態を起す。

昨年の北獺首の二度の厘鱈による風倒木の問題でも後

地の更新のことが話題になってよいと思うが，まだあま

り聞かない。

多分風倒木の拠窪問題で後のこと童で手がまわらぬの

だろうが，出来たことは仕方がないとして後地が今後の

育林上頭庸のたれにならぬよう，今から調査や研究が進

められんことを望む。

育淋関係の著書も戦後大方出つくしたらしく，本年は

あまり新著はなかったが，長谷ﾉI1孝三氏縣の育林綜典は

よい本で，事業家にも良い参考書となり，林学入門書と

しても逓竿の日本の育林の動向がわかって良い教科書に

なることと思う。

以上，とりとめもないことを記したが，不勉強で大き

なことを見落しているかもしれぬし，私見をはさみすぎ

て，公正な判断に欠けているとも思うが，一番のぞみた

いことは，学としての研究の応用面へのあゆゑよりと，

応用者即ち輝朧昔とか林業家といはれる人の学への理解

の両面であって，両者のつながりは一方的ではいけな

い。双方から理解をもって手をのばさぬと，どちらも．

〃ツし遊離しがちになる。これは学者を一方的にせめる

のも，技術渚の責にするのも何れもあやまりであろう。

（京着昧学農学部）

凸

へ

､

．

〆
』
一
一

ら大海を想像し推論をおこなうわけである。

一閑話休題一

2．最近の林業経営部門における一つの主流は林業経

営学の樹立をめざしているといえよう。このような方向

はしばしばいわれているように，伝纐勺なものと革新的

なものとの対立というよりも，伝統的なドイツ栽湖稲雲

学を礎石にして，一般経濱学乃至経営学を援用しての新

しい発展として理解される。

ともあれ最近従来までの森林i認学に対する批判は仲

林業経営部門

野村 勇

1．〃訓戸の中の蛙大海を知らず"という諺があるが，

この諺の中の蛙は表題のごときテーマをもらった著者に

似ている。しかも著者は生理水をかけられても平然とし

ている程のさとりと威厳とをもちあわせていない。した

がって小心よくよくたる頼りなさをもって，井戸の中か

－6－
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仲きびしい･だがこのように批判がきびしいという裏に

は〃巨岩は小石より風あたりは強い〃とb､つた薯のよう

に森林経理学はそれ自体従来まで理論的に日一日と発展
してきたものであり，今筒澗諜経営部門において支配的

な位撮をしめていることをものがたっていることにほか

ならない。

すなわち森林経理学は18世紀中葉官房学の1分科と

してペックマンBekmann,プルンクFrunkその他の

官房学者により発生せしめられ，その後林価算法および

林業較利学といった名称のもとに発展し，彼の有名なフ
ンデスハーゲンHundehagenの出現によりその後の森

林経理学の支配的原理となった法正林思想が確立され，

謝緯邸学ば科学として一応完成のすがたをとった｡爾
来プレスラーPressler,ユー炭イヒJudeich等の純収益

主義，メラーM611erの恒縦林思想等の理論的主張に
より，法正林思想は大きく揺られながら現在に至ってい

る。このように長い，また激しい理論的考究の歴史をも

った識(経雲ほ,最近における稗f的主潮にニグレク
トされるということはなく，むしろ革新的主潮の具体的

な発展の礎石として存在して行くものであろう。

3．上述の森林経理学の発展を承ても知られるよう

に，社会科学はその時凌の歴史的な社会の問題意識の変

化により批判され，変化されるものである。いいかえれ

ば既成ki会科学の理論体形とその社会の問題意識の間に

おけるギャップこそ，既成理論を変革する動因があるわ

けである。

しからば従来の森林経理学との間にギャップを生じ，

それに批判を加えている歴史的問題意識とは何にか° ，

それは簡単にいいあらわすならば，林業経営の資本主

蕊的認識と森林経理学を支配する問題意識との間のずれ

である。このような両者における問題意識のずれは，林

業をめぐる経済活動の費本主義的発展，および一般経営
学，近代経済学の最近におけるすばらしい発展により拍

車がかけられている。さらに具体的にそのギャップを表

現すれば実際の森林経営を実行する場合，既成森林経理

学はあまり有効な手段をあたえていないといった不満で

ある。

如上のような両者における問題意識のずれこそ，意識

的であれ無意識的であれ最近における革新的主潮の基底

となっているものであろう。 1955年における森林経営

部門においてはこのような主潮を明確に裏づけるような

いくつかのすぐれた研究成果があらわれている。以下具

体的に本年度における経営部門の成果についてみまわし

てみよう。

4． まず従来の森林経理学の立場よりのすぐれた佳事

として，片山茂樹， 田中蕨一両先生の森林経理学があ

る。この本は森林経理の実際問題に即して森林計画の立

案と森林取扱いの応用とを主体にしてかかれたものであ

るといわれるが，とりわけ欧ｿ!I儲国で発展した森林経理

学の諸学説を要領よく紹介してあり，この点で本書はわ

が国の森林経理学の位置を考えるうえに有益であ患。ま

た従来の森林経理学に対して強く革新をこころみている

著書として岡崎丈彬博士箸森林経営計画と野村進行博圭

著林業経営経済学の二つの著作があげられる。

岡崎博士の著書は，一体森林経営の主目的は森林の健

全をはかり，その立地としての最高に達するまで林木の

生産力を増大せしめ，価値の高い材を最多に永続的に生

産することであり，この目的を達成した森林は高い金員

収種をもたらすし，またこのような森林は保全の機能を
も充分&に果すことが期待せられ，筒永続的に最高の有価

値材を生産する森林は農閑期において地元民に規則的な

労働の機会をあたえることができる。そしてかかる森林
経営の目的を達成するためには皆伐作業のうえにたてら

れた古典森林経理学の法正林思想では充分でなく，恒続
林鐵侭に立脚した択伐作業をまって始めて完遂されると
いうのである。

択伐林作業礼讃はわが国においては戦前一時隆罐を拳
鋤:,現在消滅しているような状況下において,理論，
実践共に豊寓な学識をもつ氏の室浸が，どのように森林
経営分野に反響をしめすかは来年の一つの課題であろ
う。

つぎに銅寸博士の著作についてであるが，本書は岡崎

･博士とはことなり，一般経済学および経営学の立場より

林業経営学の樹立を企図している。こういった意味で赫
業経営部門のみならず林業経済乃到祁郡門にも一大話
題を提供するであろう。博士朧，林業経営経済学の内容
を序論（蕊礎理論)，形態論,組細論，管理論，計算論
および取引論に分けて考えており，本書ではまず序論の
基礎理論についてふれている。その内容は林業経営経済
学の概念と，林業経営政策原理としての林業経営目的に
大別して論究されているが，本書を一笈する思想は，林

木生産を通じての社会公益性の発揚と，林木生産におけ
る経済性の高揚といった二大目的の追究，ヨリ具体的に

は林木生産に鐙ける極大一一公謝生高揚のすべてではな
いか，その主体的前提をなすといわれる一と，経済性

の表現としての収益性の最大との統一的調和の達成を林

業経営学乃至林業経営の目的として考え，この価値命題
およびこの命題の具体的達成方法について論究しておら

れる｡このような著者の主張は,土地附鯉益最高によって

表現される収益性と林木供給量の均一によって表現され
る織性との二つの礎石の上に溝成されてきた従来の森
林経理学とば全く異ったものである。以上の岡崎，野村

‐
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は林業技術第163号において，現実の問題として林地の
地代よりも地価の方がヨリ重要であるという点で小松氏

の主張の一半を是認しながらも，利子率が一定であるか

ぎり地価の差等はそのまま地代の差等に反映するもので

あるとして，最近の地代論の意義に対して反撃している

小松氏の考え方の非を批判している。

以上1955年にあらわれた著書，レポートについて私

の目についたもののみをとりあげて承たが，この観察に

よっても知られるように，前述のように本年は従来の森

林経理学に対する反省乃至脱却といった革新的思想の撞

頭が誠く承られる。ともかくかかる方向への発展は満業
経理学の実践的なものから，とかく遊離しがちであった

という批判に対して漸次面目を一新して行くのではなか
ろうか。

7． つぎに測樹学の分野について一瞥しよう。この面

については酒は専門でないので，ヨリ強く井戸の中の蛙

だというﾖ灘があびせられるおそれもあるが，〃門前の

小僧ならわぬ経を読む〃といった諺を後盾として少しな

らったこともあるお経を読んでみよう。

本年度に鮨ける測樹学の分野の業績は，前年度と同穣

に近代統計論の立場からのものが多いようである。近代

統詳学と従来の測樹学の関係は去年の担当者ものべてお

られるように，従来の測樹学の不備の点を近代統計理論

を導入することにより補正し，発展させているわけであ

り，この両者は対立関係にあるというよりも統合の方向

にむかっているのである。

具体的に本年度の業績をとり.あげてみると，一般的に

は一応標本調査の理論的研究は一段落し，本年はその理

論と実践との問題に関心があつめられていたようであ

る。具体的な成果としては昭和27～28年までフイルド

調査のおこなわれていた民有林の議俄調査，全国の森林

資源調査が一応まとまったこと，このほか材穣表の近代

統計理論よりの再検討，あるいは近代統計理論を援用し

ての成長量の測定に関する研究もとりあげられてきてい

る。つぎに銃空写真の利用についての研究であるが，こ

の方面においては，森林調査部面に対する具体的な利用

方法が実施され始童つた･例えば才(諏首の風害木調査，

5カ年計画による全国森泳奏源撮影計画，北海道の測定

計画，写真材涜表調整規準資料の整備等があげられる。

このほか本年にみられた一つの特徴として航空写真と地

上調査つまりサンプリング調査の結合の問題がある。例

えば林試経営部において実施された奥多摩カラマツ林の

写真材赦表の編成があげられる。

8．以上経営部門について大雑把な1955年の展望を

こころぷたが，このほか沢山の研究がおこなわれている

わけであり，したがってこの展望は極く低い山頂よりな

両博士の著作は両者とも全く異なった視点より林業経営

を考えておられるが，両者ともその主張が明確であり，

．しかも従来の法正林思想を中心とした森林経理学に対し

て革新的であるといった意味で林業経営部門に一大投石

の反響をなげかけている。両著作の其価の問題こそ前述

のように来年あるいはここ数年に論断されるものであろ

う。しかし真価の問題はともあれ，両著作が，称業経営

部門の発展の上にあたえた影響は大きいであろう。以上

は単行本についてであるが，つぎに私の目についた研究

論文についてながめて家よう。

5．従来の森林経理学の問題を近代経浩学の立場より

考察しているレポートは相当多数あらわれているが，私

の目についたものとしては，まず小沢今朝芳氏の「伐期

令間題｣一森林計画研究会報第28号一と半田良一氏の

「林業経営の収益性について」一制蒙経済第81号一が

あげられる。前者のし奉一トは営利経錦勺乃至共同経済

的経営形態について伐鶏令および収益性の問題を論じて

いる。後者は営利経済を目的とした連年保綻経営を対象

として，林業経営の収益額を高め石方向に作用する諸要

因一経営面積，輪伐期の延長，集約度の増大または経営
方式の改善一をとりあげて論究している。これらのレポ

ートは一応営利の追究を主目的とした（前者は公共性の

問題も取りあげているが）経営模型における収益性の問
題を論じている“それは－応理論として基本的な意味を

もつものであるが，さらに林業経営の考察をわが国の現

状に吻合して理解しようとする場合，別の模型を前提と
する考察があらわれるわけである。つまりわが国の私有

林の大部分は農林業の複昔形態である家族経営であり，

そこでは経営（営利済経）と家計（消識経済）とが分離

しておらず，また経営目的は利潤の追求にあjるのではな

く純収益の極大乃至安定を考えている。さらにまた経営
で使用される労働，土地および資本の大部分またほ全部
が自己所有の場合が多い。それ故このような模型を対象

にした経営研究も林業経営学をして実践的ならしめるた

めにはとりあげるべきであるといった観点上り，理論的

靭究としては半田氏の「林業における伐期･と収約度に関

する一試論一「林業経済第76号一があげられる。またヨ

リ考察を実践的にし，且亦豊かな近代経済学の理解を模

型分析に導入している研究としては，大内晃氏の「私有

林経営計画に関する研究｣一*榛試験場報告第80号一
があげられる。

6． 筒*燦経営に関する研究としては小松砿三氏の

「林業における地価と地代の意議とその関係について」

→制錐技術第]57号一がある。この論文は斌錐における

地価と地代の意義,地価と地代と権農利率の関鑛の

問題をとりあげているが，このレポートに対して半田氏

一
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されたものにほかならない。ただ何んらかのかたちで本 年度の展望の一端を知る上に参考になれば幸甚である。

（林業試験場経営部）

の基礎力轆立され従って最近の優秀な称業磯械を急激に

北海道に導入しても混乱しない域にまで到達していた。

即ち過去10年の機械化の歩象は，殆んど内地各局を

対象にしながらも一細上海道にも謬透しており，叉機械

そのものも初期の段階で見られた林業棲械とは，面目を

一新した所謂従来の土木建築用の機械の転用でなく，林

業経営にマッチした独自の林業機械が製作される橡にな

り，これが使用方法等についても各種の研究データーが

生れて来ておった。しかし機械そのもの或はこれ等の研

究デー久一が数多く生れて来たが,普及の面から云えば

必ずしも満足の行く域までは行っておらず一部也区に限

られておったうら率があり，又これら機械の使用技術者

も数少なく，従って1953年頃よりは溌械要員の充実，

全般的普及への努力,磯械知識向上等に機械化の施策の
重点が置かれて来たのである。かかるいきさつから見て

風倒木処理にあたり機械そのものには不安感が左程なか

つだが磯械要員の面で難点があった。しかし今年4月北

海道へ応援に行く機械要員を東京営林局天城営林署管内

で約2週間にわたる再教育を行い，直ちに各任地に配属

すると共に，北海道各局に於いても各種講習会を通して

機械使用技術者の養成にあたったのである。

北海道に於ける某パルプ会社に於いては風倒木処理に

あたり，アメリカ技術を全面的に受け入れる案があり，

アメリカより技術者を招へいして，現地を視察せしめた

が，作業方法,採材方式,材種の相異等からアメリカ技

術をそのままそっくり導スすることは種盈難点がある溌

に思われた。勿論我が国の林業機械はアメリカに見倣っ

ている点が多く，これ等を日本林業の規模,条件にマッ

チした様に製作されたものであり，風倒木の処理のため

アメリカ技術をそっくりその雀ま持って来る必要性は認

められなかった。

かくして磯材，人員の配冠は6月頃一応終了し機初腰

員としては約50名内地各局より応援せしめ，鐵戒につ

いては伐木造材用としてチェンソーを150台，集材用と

して集材機40台，トラクター25台，運材･用として内

燃機関車20台，運材貨車500台，1､ラック30台，穣

込用としてジプクレーン20台，土木工事用としてブル

ドーザ戸20台，ダンプトラツク40台，山火事防止用

及び事業“用としてジープ50台，オートバイ60台，

小型消火ポンプ60台及び趨豆波無職繕慧置4カ所等の施

設が行われた次第である。これ等の機械の中北緬萱では

初めて導入される鶴戒も多くあり，一応内地各局で使用

した綣果及び各種の調査を通して，参考までに最少限度

森練作業部門

三品忠男

1955年も余す処いくばくもなく， これを回顧する時

となってしまった。余りにも身近かなことで，回顧とい

う言謹員は何か当を得ていない穰な気がする。殊に1955

年と云えI翻政史上鰐すべき北瀧蔑郭謝到木処理の本格

的問題解決の第1年目であり，あれや，これやしている

中に師走がやって来てしまったといってもよい位，あわ

ただしくすぎ様としている。今此処で静かに森林作業面

殊に林業の磯郷bという面から1955年をふりかえって見

ると，林業の各分野にわたって，そうである嫌に，機械

化の面からも最も重要な，歴史的年になるのでは厳いか

と思われる。以下1年間の歩象をたどり，思い出すまま

気のつくまま述べて見たいと思う。

ユ955年9月発生した15号台風により北海鑓全域にわ

たり未曾有の風倒木が発生したが，この風倒木を鰯潮間

に而も森林賞源の減少している今日有効，適切に処理し

て国民経済に寄与することは林業技術者として当然なす

べき義務であり責任である。この事業が成功するか，し

ないかは我が国の林業技術の価値判定にまで影響し，ひ

いては今後の林野行政の信，不信にまで影轡する，この

意味から1955年は国有林の総力をあげ風倒木処理に当り

各種施策がとられた。各種施策については他にゆずると

して，林業機械化についてその焦点をしぼって述べて見

ると，昭和29年度第4，4半期，昭和30年度上半期

は，これら膨大な数識の風倒木を処理するために必要な

材料，人員の整備に殆んど費いやした。北海道は従来そ

の作業方式が冬期横雪を利用した人力，畜力による作業

が主体で，作業方法としては最も安易な方法であった

が，此等の作業は近代の産業形態として最も原始的であ

り経営上望ましくない姿であった。林業の機郷上は*i集

の後進性というか，原始産業形態から脱し近代産業形態

に移行すべく］947年頃から林野庁の重要政策の一環と

して強力に行われて来たが北海道に於ける人的，地理的

条件から内地に於ける，進歩に比し著しく後れていたう

ら承があった。しかし風倒木処理という大問題の前には

従来の畜力，人力依存の作業の象でば到底，数量的，期

間的面からその処理が不可能と思われ，従って此処に大

量の新観林業機械の導入が絶対に必要となって来たので

ある。幸にして約10年以前から強く叫ばれ又実行に移

されて来た林業機&剛この進展は，内地に於いては一応そ

、一
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：，その後どれ らぬ性能のものを試作し9月には1号機が完成された。の1日1台当りの処理鐘の蕊準を示したが，その後

等の機械の使用現況を見ると内地各局よりはるかに

功程を挙げている穣に見られる。これ等は北海道に

ては最も使用庭適した叉最も簡単な地形で使用して

という理由から来るものと思われる。

この稜にして風倒木処理作業も順調に行われたが

よいよ冬山生産を控え冬山生産技術の検討と，今ま

って来た各作業面に対する実行成果についての検討

その 国産機もすべて国産ということは出来ず気化器,チェン，

鱗い 室内板は輸入にたよらねばならなかったことば日本機械
いる 工業の貧困さを物語っていると思われる。

次に鐸機械について1955年の動きを眺めて見ると

，い 多年懸案の集運材協トラクターの輸入が実現された。従

で行 采北海道,青森,秋田営林局管内でトラクターの集運材

麓計 が試みられて来たが中を成功せず，これ等の原因は主と

して国産トラクタ戸の性能の不安定と我が国の葉重材･用る意味で]0月帯広営林局管内糠平に於いて北海道5局の

に適した小型トラクターが無かった事であり，トラクタ

ーそのものの適当なものが無かったためその作業研究が

出来ずトラクターによる集運材としては何等その基礎が

出来ていなかった。しかるに国産トラクターの性能向上

と風倒木処理の面から1･ラクターを使わざるを得ない状

況になったことム， 1954年初期より欧米各国のトラク

ターの中我が国に最も適合したトラクターの輸入を計っ

ていたが今年9月輸入され，現地で試用の綣果は著しく

良好な成績を挙げ得る見透しがついた。現在国産トラク

ターは4～5トントラクターが最も4型であるが，輸入

トラクタF-は米国製2.5トントラクターで馬搬等にとっ

て代るには最も適当であり，現在これが国産化も計られ

ており，拭作1号機が11月末完成する。

近年トルクコンバーターの発達により林業機械にトル

クコンバーターをつけ運転操作の簡易化，ショック戸一

Fの吸収等を計るため，内燃機関車，集材機に取りつけ

試用しているが，その成果は未だ使用期間少く出て論ら

ないが集材機には相当の性能向上が見られる橇である。

その他小型集材機の改造,Y型集材機のプレ声キ容量の

増加,Y-21型集材機にウィスコンシンVD4型を架装

し馬力をアップすると共に搬器の改造を行った。此等諸

機械の改造と共に制葉機械全般にわたる細部の改造が行

われたが，詳細にわたっては別の綴会にゆずるとして，

最後に林業機械関係で今年特筆すべき事項は4月に日比

谷公園に於いて林野庁主催による林業綜合展を開催し各

種林業機械の出品を見たが，林業機械としての特異な存

在が承とめられると共に時恰もFAOのアジヤ太平津林

業会議が開かれており，国際的にも広く日本林業磯械を

紹介する機会が支えられた。 （林野庁業務課）

検討会を開催し，引続いて本別営林署管内，留辺蕊営林

署管内，上川営林署管内の風倒処理現場を視察した。こ

の結果嫁各局より貴重な成果発表，及び局間の技術交流

が計られ,北海道の機械化もこれを契溌として益を前進

することと思われる｡打合せ内容は予めは林野庁に陣い
て各局にテーマを与え，即ち旭川営林局には冬季1､ラッ

ク運材及びトラクター運材と馬搬との比較をテーマ』し

前者ば除雪の方法，所要経費，夏季運材との所要経費，

功程の比較を中心とし，後者は経費，功程を中心とした

ものの発表，北見営林局には集材擢による集材，森林鉄

道運材（積込作業も含む）をテ戸マとし，札幌営林局に

は'､ラクター集,運材及びトラック運材について,舗広
営林局にはトラクター集,運材を主体とし函館営林局に

は集材機による集材， チェンソー作業についてそ域功

程,経費及び棲械に対する意見等を主体とした発表討議

を行い，検討会には林業磯械メーカーも20数社参加

各局よりも4名前後出席し今後の在り方等について＃充

分討議した次第である。

次に内地各局に於ける主な問題について述べると鱸本

鑪鰯鴛警蝶譲麗鑿蜂皐鰯篭
立を計っている。高知営林局に於いては従来の集材磯は

低能率で今年より年次計画で高速の集材機に変えてい

る。次に東京営林局管内では現在輸入されているチュン

ソーの輝旨ﾃｽﾄのために4月と9月の2回にわたり綜
合試験を行ったが，チェンソーそのものの性能の向上ほ

めざ童しいものがあり, '回目の試験と2回目の試欺と
ではその参加機械は著しい性能向上が見られた｡我が国
でも遅ればせながらこれら外国製チェンソーに比して劣

一

､

一
一
《
二
ノ
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きました。的はずれのことも多いだろうし，毒なこと

を落しているかも知れないが，兎も角]955年の感想を

書いて承ます･

森林防災部門

河田五郎

のことであるが，づっ箪研

，時の動きに鈍感になって

（

今年の米作は未曾有の豊

れる。豊作の原因はいろい

ユ）

作で8,900万石を越すと謂は

ろ挙げられているが, zk害の

標題のようなことを書けと

究室に閉じこもっているので

－－10－－－
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1955 年 の 回 顧

日本でも水害に関する研究は行はれ，工事の技術も進

歩し，河il改修に，洪水調節ダムの築造に，治山砂防事

業にある程度仕事は進行し防災効果を発揮しているが，

大量の降雨があり河川流量が計画洪水型を越せばお手上

げという状況であろう。どんな気象状態が現はれようと

も今年位の水害で済承，大雨と家が流れることとは関係
句

のない時代にしたいものである。

眼を森林の方に転じて承ると，昨年の15号台風が残

していったｵ翻麓直の風倒木の始末は大変のようである

が，治山上から承ても，夏の雨竜川の洪水もあって，風

倒林地の保全が問題となってきたようである。広範囲に

亘って森林が一時に失はれた場合，現実にどのような変

化が河1Iの流出愛に現はれるかを知るには叉とない機会

で，森林の治水鐸旨を究明するものにとっては貴重な費
料が得られることになるが，林政上の立場からは危険が

予想されれば当面応急の処置を取らねばならないであろ

う。

（2）

水害はこれ位にして次ば保安林の問題である。保安林

の整備謝上ほ戦後間もなく着手の段階にスリ戦時中荒ら

された森林の整備のため逐次必要と思はれる地域を保安
林に指定していったが，昭和28年災害の経験から本格
的の強化が図られることになった。国有林の保安林買上

げと民有保安林の計画的な整備強化がこれで，民有林に
対しては施業と管理の方法を具“勺に示しその効果を充
分に発揮させようと云うのである。昨年は着手早凌で準
備に追はれたが30年から軌道に乗っていることと思

う。保安林の本質からみて，広い地域の保全を目的とし

たもの（大河川の上流地帯で流域全般の洪水調整のため

設定する大面穣の保安林）は受益対象が非常に広いので

国が自ら所有して合理的な管理経営をするのが望ましい

ことである。以前から保安林制度の改革を論議すると国

有化の案はいつも持出されたが，実行上の諸問題で見送
りになっていた。それが実現したのほ喜ぱしいことであ

るが，買上げは原則的に森林所有者が売る意志がなけれ

ば成立しないので,保全上嬢なところも取得できない
こともある。

民有保安林については補償基準が仲を決まらないよう

であるが，保安林の力…準とその具体的内容が明確に

されないと定めにくいのではないだろうか。叉それが決

っても各保安林に対して個別に補償額を定め石のは非常
に大変な佳事となる。どのように行くにしる早急に決め
なければならないことである。そうでないと民有保安林

の本当の管理ができなﾔ､。保安林設定に当りどこをどれ
程保安林とすべきかが一番難しいことで，現在確固たる
基準が無いのが実惜である。森林のもつ防災機能ほどれ

少なかったこともその一つになっている。確かに水害の

少ないのは事実で，例年夏から秋にかけて新聞に水害写

真が頻々と掲載されるのが常であったが，今年は22号

台風の災害写真位で淋しいと屯云へるようだった。

台風ば26号迄発生したが直接影響のあったのは少

く，22号が南九州を荒して中国,四国地方の一部に被害

を与へた程度で，24号，26号も本土に上陸はしたが大水

害を生ずる程でもなかった。却って派生的の新潟市の大

火が台風のもたらしたピッグニニースとなったのであ

る。夏の初めから真夏にかけて起る不連続線による豪雨

や気流性豪雨も少く，北海道や東北地方で局地的な水害

を起し，東海道線を数時間不通にした程度で，昭和28年

の北九州，南近畿等の連続災害に較べれば問題iこならな

かった。災害の大量引受先の河II関係でも今年の災害復

旧所要経費ほ140億円位で28年災害の1割に足りない

と発表している。兎も角水害の側からみれば平穏な1年

であり結構至極と云う以外何ものもない。ただ大き態災

害に見舞はれると治山治水対策だ,根本的の防災方策は
どうだと震ぎ出し，一躍時の話題となるのだが,講かで

あれば忘れられて仕舞うのが常である。それで1955年

は防災面から見れば派手なニュースは無かったと云えよ

､う◎今年水害の少なかったのは水害を生じるような降雨

が少なかったのか，或ほ防災施策の進行によって以前な

ら当然相当な水害となったものが防止できたのか，資料

を持たないので何んとも云へないが，その大部分は気象

状態のお蔭であろう。統計的に染て災害にはある週期が

あると云はれている。各河川の水位記録や災害統計等を

承ると明治の後半に水害が多く，大正時代になると比較

的平穏となり昭和8年頃迄大体この傾向が続いている。

昭和9年の大水害を皮切りとして以後水害の多い年が続

き，戦時中も各地に相当の被害が生じている。戦後もこ

の傾向ほ続き僅に昭和26年に少し減ったと思へぼ翌を

28年で一挙に取り返されている。昨年は台風災害は多

かったが破滅的なものはなく，本年に至っている。どう

かこの辺で災害のピ戸クが下ってくれてもいい時期であ

る。しかし気象状件の塞化を頼承にするだけでば能はな

い。人類が水害を防ぐための努力を始めてから長い長い

年月が過ぎている。近年自然科学の発達は著しく社会生

活に大きな変化が起っている。昔はどうすることもでき

なかった人間の平均寿命も最近はどんどん延び老人時代

がくるとさへ謂はれる。だが水害という言葉は依然忘れ

去るわけにはゆかず，かへつて人口の増加と施設の集中

のため被害は増加の途をたどっている。先日のニュース

映画でも北米東部の洪水が報ぜられ水ぴたしの街があら

はれている。未だ世界中でどこも水害を完全に除去した

国は無いようである。

へ

勺

F

皇
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程のものであるか，その実態をつかむため研究や調査は

世界各国で行はれているが，筒解決すべき問題は多々残

されている。特定の拭験地を設け林地と裸地の雨水画流

出の差異,土壌の侵蝕の多少等を測定し，或は多数鰯測

楚結果から統計的に森林の棲能を求めたりしている瀬，

多くの場合求めた数値はその場所だけに適用される凋止

り普遍性を持たせるには至らない｡従ってある流域掴於

て森林状態の変化がどのような結果を将来するか適確に

判断し，望髪しい森林配置と内容を決めることができな

いのである。

森林の水源酒養能力を否定する説も古くからでている

が,森林地帯にも洪水は起ることば確であるが森林d存
在が洪水量に全然影響をしないと云うことは云へない。

銅*さへあればオールマイティではなく，森林ほ洪水調

整の方法の1つと解するのが本当であろう。叉森林を1
つの物質のように取りあつかって，その性質を規定ずる

のが無理かも知れない。森林ほ多数の要素の集合し泡も

のであるのでその治水上の能力も場所により異っている

筈である。同じところでも時期によって違うとも云へ

る。兎も角非常に困難なことであるが森林の能力を究め

ることが保安林を解決する唯一の鍵である。森林保全の

総合的研究として野呂川の調査が本年も行はれたが，前

聖蟄欝鰯:艤篭室茎寵簿

が出ることが多い。そのためには危険を予想される地域

には必要な防災施設をつくっておくことが望ましいが，

どのようにしたらそれを判定してゆけるであろうか。小

出博士は著書「山崩れ」で山地災害の免疫性を主張して

おられるが，確に崩壊という現象は何等かの原因で不安

定となった傾斜地が平衝を回復するために起るためで，

再びバランスが破れる迄は安定であると云ひ得る。しか

し地表の植生が失はれたり或は表面風化の促進などのた

め急激に侵蝕が行はれ，新らしい危険が生じることもあ

る。もつと崩壊地の実態を極めて保全のために必要な工

事と，森林を復旧するための造林との区別を明らかにし

てゆくことが必要であろう。山地崩壊には当然原因があ

り，その原因となるべきものを多分に持つところが危険

であるということになる。過去の経験や土質力学，水文

学の知識から崩壊の素因となる要素を多く持つ地域を選

べば限りなくでてくる。これに誘因となる降雨，地震等

の可能性を考えると，日本中の山地の大部分憾絶体に安

全とは云へなくなってくる。一応重点的にしぼっても数

限りなく，これに完全な防災施設をすることば仲を困難

であろう。当面は重要な箇所に小規模な防災堰堤を設け

ておく程度になろうが，研究されるべき問題腫残されて

いる。

治山事業の経済効果を高めることに多くの努力が費さ

れている。少ない経擬で安全な施行をするため，法釦の

節減，牧草類の導入，石工事の使用量の検討等いろいろ

の方法が行ほれ，一蜜の劃一的施行から変化ある形に変

ってきたが，筒幾多施行上の難問題ほ残っている。この

ためにはやばり荒廃地の性質をもつと深く究めることが

必喪となってくる。この1年防災関係の人の動きは多か

ったが，終始治山政策の確立に力をつくされた藤村指導

部長が賓源調査会に転ぜられ,今後は日本の資源問題と

取りくまれることになったが，より広い立場から森称防

災の面にも助力されることを願っている。

（名古屋大学農学部）

一

軍

｡

転

四

ロ

。

（3）

治山蘂鶯は大きな災害がなかった本年は順調に進んだ

ことであろう。こういう年が続いて初めて事業の進行が

期せられるので，災害に追ひかけられていては何ん腿も

ならない｡しかし地方財政の窮乏が若干ﾚｰｷに鰯っ
ているところもあるようである。治山事業の主力ほ崩壊

山地の復旧（地表の固定と森林化）に注がれていて，災

害の跡始末をしている傾が強いが，本質的には山城画荒

廃による災害の発生を未然に防ぐ・ことがより重大な使命

であろう。現存する荒廃山地ほ災害発生の最も大き憩根

源であろうが,新らしく崩れた山地からより大きい被害

←
一
（
〆
一

－－－
一一一）一一■ ー

黙凌と「緑の国土」は築き上げられてゆくことに，今も

昔も変り朧ない。

しかも，その中にあって，緑化をはばむ小さな敵，病

菌，筈虫，害獣と日夜戦わねばならぬ保謹の仕事は「縁

の下の力持ち」の一語につきよう。

「緑化推進委員会」が今年から，霧淋の手入れや保護

森赫病害虫部門

介清永健

戦後エ0年，それが，重要な土地生産業として

く，極度の荒廃から国土を守るという面に於て，

関心が高蓑り，その重要性がやっと世間並に認め関心が高襄り，その重舜生がやっと世間並に認め

でば

国民

な
の

られる を大きく坂上げたことは翻艮すべきで，「樹は植えただ
ようになった森休,ひいては赫崇も，所詮は地朱な創立 けでは育たぬ」の鉄則がやっと一般の常識となって来て

たい仕事。山を愛し，国を思う人達の労苦によって，只一 いることを示すものではなかろうか。
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さて，森林窪虫防陶司からの本年の回顧となると，

1955年と云う年朧松食虫が戦後しようけつを極めて，

名松老樹が次なに枯れ，年煮500万石に近い松の枯死木

を出して，ジャーナリズムの可罷となり，終に松くい虫

深く食いスって加害し，害虫の中でも最も恐るべきもの

であるが，その生涯の大部分を，タ郷からの刺激がとど

かぬ場所で過ごすものであるが故に，薬剤は殆んど無効

にひとしいとされていた。 しかるに，研究試験の結果

は，時期を選べば有効確実であるとの証査に基いて殺虫

剤を使用することとなったのである。

等其の他の森林病虫害の駆除予防に関する法律 (現在の

森林病虫害等防除法）が制定されて，森林保護に劃期的 剤を使用することとなったのである。

な基礎をきづいた1950年以来の大きな足跡を残した年 せん孔虫によって大害を与える場合，一種類のことは

と称してよいであろう。 殆どなく，数種叉は数十種のものが共同戦線を張ること

その第一は，北海道風倒木の虫害防除であり，第二と に特長があり，その生活史もまちまちであるところから

して，スギタマパエの防除に対する予備費の支出と，法 薬剤の使用が効果少い原因もあるが，此の点，北海道の

定害虫指定を見たことであるが，是等のほかにも，防除 気候的因子によって，発生の時期がほぼ一致しているこ

技術上から見て注目すべき二,三の話題を拾って見よう。 とが幸しているであろう。併しアメリカやカナダでさえ

（1）北海道風倒木のせん孔虫による虫害防除事業 持て余しているせん孑L虫であって見れば，此の防除の結

此の事業は世界の森林害虫防除史上大きな頁を後世に 果,有効であるとするならば，学界に大きな波紋を起す

残すであろう。その故は，本事業が我国で未曾有と云う であろう。（此の稿を書く迄には試験結果が未だ出てい

たことである｡即ち,風倒木を耀蕊M辨欝霞野鱒鰯相手がせん孔虫であることにも
温床として異状発生をなすせん よるが,ヘリコプター撞用を除
孔虫が大量の残存立木を枯死せしめることが,前例によ いては液剤を全面的に使用したことも大きな特徴であ

って予想されるので，是を最小限度に食い止めようとす る。勿論，強力な動力ミスト機の出現が大いに力あった

るのである。 ことによあが，液剤の多くの利点の故に，森林に於ける

将来の病虫害防除は，当然，発生予察を完全に行い， 農薬使用形態として或は革命をもたらすかも知れない。

早翔駆除はもとより，発生予防に主力を注ぐ様になるこ ．4．地形に応じて，種々の機種の航空篠を使用したこ

とが，理想であって，農業では既にその段階に進んで来 と。

ていると云うのに，林業でば旧態依然，早期駆除さへ難 殺虫剤の撒布に統空機の使用は決して珍らしいことで

しく，多くは手遅れの状態になって騒ぎ田すということ はないが，何しろ広大な面績を鰯切間に処理しなけれぽ
を繰り返している時,北海道に於ける林試麦湯,大学等 ならぬ必要上，日本で動員出来る限りの航空機を使用し
の研究陣の努力と林野主脳部の英断によって，大食的に た。即ち米慰胸送磯C-1193機＝ﾌ型溌一平坦地
予防手段を講ずることに相なったのは驚異的でさえあ ダグラスDC-3 1機一中型機一丘陵地帯

る。 D.Hビーバー 2機一小型機一緩やかな山岳地帯

叉,研究陣の過去数十年にわたっての，たゆまざる調 ヘリコフ・タ戸，ベル鞭・ 4溌一山岳林

査研究の成果が》花をしく実を結んだこともまことによ を使って，5月下旬から，9月中旬霞でかかり，予定量

ろこぱしい。 を終えたのであるが，本年の5月迄は液剤の撒布装澄を

25をん孔虫の被害防除爬,初めて農薬を使用したこ もった飛行機ば我国に1機も無かった。ビーバー2機の
と。 撒布装壷は外国のものを見倣って試作したものであり，

せん孔虫は云うまでもなく，樹皮の下，叉は材の中に 〆ケラスDC3は新たに輸入されたのであった。
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《
』

、

■

、
《

L



~

1955 年 の 回 顧

併し，地元民の痛切な叫び朧，県を動かし，国会を動

かして，終に大蔵省をして一殻会計予備菱からすぎたま

作業中不幸に芯，ヘリコプター1機，ビーバー1機は

大破，そして8月28日には残るビーバーは山腹に衝突

ぱえ防除対策蕊として2,240万円の支出を決意せしめる

に至り，10月8日の閣議によって正式決定を見た。

叉，此の害虫を法定害虫に指定することに対しても，

大瀧省は非常な難色を示したのであるが，説得効を奏し

て，10月末には政令改正を閣議に要請することとなる。

斯くして，スギタマパエ防除に漸く明るい見透しがつ

いたのであるが，此のかげに，衆参両院の農淋水産委員

会の非常な熱意が大きな推進力となったことを銘記しな

ければならない。

（3）クリタマバチの天敵，寄生蜂の発見と，防除へ

の利用

第二の松くい虫として恐れられたクリタマバチの被害

は愈をその範囲を拡大して，懸命な防除にもかかわらず

今年の春には,終に関東北部,栃木,茨城,群馬の3県

と新潟，南は佐賀県に新たに発生して，今や1都2府35

采に及ぶに至った。

併し，昭和28年から御願いした九州大学安松教授の

寄生蜂の研究が早くも実を結んで，本年早を有力なクリ

タマパチの寄生峰11種（森林防疫ニュースNo.38参

照）と，その利用法を発表され，日本の栗の木は決して

全滅しないと言明されたのは，之が防除に手をやいてい

た吾食にとって実に朗報であった。

安松博士の研究成果によって，本年度からクリタマバ

チの防除法を全面的に改め，労少くして天敵を増殖する

と云う効多い方法を採用することとなり,更に積極的に
寄生蜂の居ない地方へ，多い地方から移殖する様，計画

を進めている。

森林害虫防除に稜極的に天敵を利用して来たものに，

松毛虫に対するおうきよう菌があるが，昆虫の天敵を利

用するのは之がはじめであろう。

病虫害退治に農薬使用偏重の傾向が強く，弊害が現わ

れて来ている時，天蘭鯏用に第一歩を踏駆出し得たこと

は慶賀にたえない。是を契機として，天鯛ﾐI用の研究が

益盈進歩することを希うや罰なるものがある。

倒煽煙剤

殺虫農薬撒布の一形式として，エァゾール利用の燦煙

剤を登場せしめた。夏家庭で蚊を殺す為にBHC(リン

デン）などを線審伏にしたものに火をつけたり叉は錠剤

を電球の熱で煙にするあれである。あれの大掛りのもの

を森林の中で燃やして害虫を殺さうと云う試承である。

現在，薬剤撒布形式は大別して二つある。動力撒粉機

やミスト機等を使用して地上を歩きながら撒布するの

と，空から航空機で撒く方法で，前者は確実性ばあるが

大面積を短期間で駆除しなければならない場合や急峻地

し，操縦士と整備員の2名が惨死すると云う事故を起し

たのは返す点灸も残念である。

併し是を契磯として，日本に於ける航空磯の薬剤撒撒
識|『も大いに発展するであろう。

以上が風倒木害虫処理の特徴の主なものであるが，何

しろ，約4億円（国有林約3億円，民有林約1億円）に

及ぶ巨額を菱しての虫害予防事業であり，しかも初めて

の試承であったため，思わぬ支障や事故のため，計画通

り運ばなかったことも多かった｡併し此の事業は少く|と

もあと2年は継続されねばならぬのであるから，失敗め

原因を追及することによって今後の施策に大きなプラ豚

となることは間違いない。

参考として本年度の事業量を表示しよう。
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（2） スギタマパエの問題

昭和26年，鹿児島梁の一角に発見されたスギタマレミ

エの被害は年と共に猛烈な勢で蔓延して行った。その加

害の対手が，杉の造林地であるため，与える打撃も深刻

で,国有林でば発生と同時に,生態調査と防除法の研廃
を行って成果を得,駆除の実行に当ったのであったが‘

民有林でば防除菱もないままに放置したため,今年に|ま
鹿児島県全桑，宮崎県の8割の地域に被害が及び，遂挺

采境を越えて熊本果挺も侵入するに至った。

今年6月の調査によれば,被害面稜は,国有林,民楕

林と合せて実に78,000町歩｡宮崎,鹿児島両県の錐
林地の5割以上と云う驚く可き数字に上った。

此の榛な大きな被害となっては,森林所有者の負担に

よる駆除は到底不可能であって，強い国の援助を必要腱

するのであるが，エ兆円のデフレ予算を堅持しようとす

る大蔵省の財布のひもは頗る固く,29年秋の補正予蝉，
30年度本予算に於ての必死の攻略戦も遂にむなしい請
末を告げたのであった。
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や奥地林等の場合は非常に困難である。即ち機動性に乏

しい。後者は，機動性はあるが確実性を欠く難点があ

る。爆煙剤のねら↓､は，両者の長所である確実性と機動

性を生かそうと云うのであって，気象条件，つまり，風

向，風速や地表面と地上，林内と樹冠上の気温の変化等

をうまく利用し，煙状になった殺虫剤の微粒子を，短巖

間に犬面積に流して，殺虫効果をあげることが畠来る。

叉場合によっては，小面識の森林を対象をし，何等の機

具を使わず，手軽に駆除出来ることも考えられる。

第1回は8月下旬信州蓼科高原で,約50町歩のカラ

マツ林を対象に，第2回は千葉市郊外の〃戸マツ林で，

松毛虫を対手に，テストを行って，ある程慶の効果をお

さめた。

興味ある課題ではあるが，実用化には童だ色左な問題

力涯されているので，今後の研究が待たれる。

以上1955年の話題の中で，行政面を防除技術の面か

ら主なものを拾って見た。解説めいてしまって，編集者

の注文に合わないかも知らないが，許して頂きたい。

（林野庁研究普及課）

88，7月107と卿吹回復しつつあるが，しかも7月価緒

は紙，パルプとも前年高値の1割以上を下廻っている。

わが国の最近の経済情勢の特長であるインフレなき経済

拡大，いわゆる数量景気と称される形が紙・パルプの面

でもはっきりあらわれている。

このような景気回復の紙・パルプ業界に本年きわめて

特徴的な現象が二つ起った。

その1は活溌な設備投費で，開撤鋤攪面関係にあらわ

れただけでも新設工場数11，計画設備能力40万屯，第

1期所要賓金60億円に上り，数年前の増設ブームを岱

錦させるものがある。

その2は広鶏封の大巾な使用蝋加で，原木消費量の前

年同月比1月m6，4月107, 7月114という1割強の増

加に対し，広翼封原木は1月155, 4月]95，7月207，

すなわち2倍に増大し，7月の広鶏封原木消趣は40万

石を突破している。

しかも以上二つの顕著な鍵蕊は相互に密接な灘重をも

っている。

経済企画庁の経済分析によれば，本年は昨年に比べて

多少設備投資が持ち直してきたとはいえ，投資景気が呼

び起されるための条件はまだ半分も整ってはいないとい

うことである。消蜜財の伸び1に対して，生産財は10伸

びる。従ってひとたび消費財の減退が起ると，生産財は

全くのお荷物になるという景気鋤jにおけ･る加速度の原

理が示すように，デフレの打媛を最も強く受けたのが産

業授資であった。昨年不況に沈潜していたパルプ業界

が，多少景気が回復したとはいえ他産業にゑられ厳い設

備投資の底盛さほ何ゆえであろうか。本年の紫気好娠に

眩惑されてこの挙に出たというほどパルプ業界の経営者

たちは甘くはない。黍ルプ製品が国際市場に通ずるだけ

このような点にはむしろ慎重である。

結論的にいえば，この現象はパルプ工業の発展過程に

あらわれたひとつの必然であると考えられる。

パルプ工業の近代的発展の跡をかえりみて，最も注目

バルブ産業部門《
』

石田加能雄

終戦後の10年間，パルプ産業はきわめて恵ぐまれた

環境の下にすくすくと成長し，少くとも外観は戦争の痛

手を回復して，戦前に立ちまさる姿となり，しかも製紙

ならびに化繊の旺盛な需要にひっぱられて，より一段の

伸長を強要されている現状である。

建頁の増加を内包する新聞用紙をはじめ，紙の内需な

らびに輸出の伸長，国産パルプでば不足をきたして10万

屯近くのパルプ輸入を余儀なくしている化繊の需要等は

今後ます寮す拡大してゆくとみなければならない。

しかもパルプ産業の最も根本的な原木問題は，パルプ

需要の増大とともに,いよいよ深刻な織相を帯びてゆく。

昭和30年は日本経済が戦後10年間の足跡を土台と

して再出発せんがための，所謂綜合経済6カ年計画の第

1年目であったが，たまたまわが国の経済情勢は徐盈な

がら好転し，しかも紫気の回復は健全な型をとりながら

進んでい喝ということである。

紙およびパルプ業界も本年は前年の不況を乗りきっ

て，着実に発展の段階を登りつつあったといえよう。

すなわち製紙部門の蕊悩を前年同月比で承ると，生産

ば1月107，4月112，7月114と逐月上昇し，これに

対して在庫はi月105，4月74，7月73と減少してお

り，さらに輸出は戦後劃期的な伸長を示した前年の2倍

におよんでいる。パルプ部門でも生産ならびに在庫事情

は製紙以上に好調であり，特に人龍パルプはスフの大巾

な生産計画の増加とセロファンその他の需要増加のため

下期の外貨割当が増額されて3万屯の輸入が追加される

こととなり，全く生産が需要に追付けない現状である。

しかし価絡面ではこれに対応するような動きは承られ

ない。すなわち価絡の前年同月比を承ると，紙は1月

83，4月90， 7月叩2， 章たパルプはユ月84，4月

吾
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たる…を伴うとは考えられない。しかし684万石に

及ぶ広蕊劃原木の増加は湘当問題となるであろう。

パルプ業界はこの修謡源を仮拠に求めんとしているの

であろうか。

わが国の識檸情はパルプ原木が北洋材から内地マツ

すべきことは，パルプ原料，特に原木樹種の技〃剛勺・経

済的克服の歴史ということである。外国の例を徴するま

でもなく，わが国における過去のパルプ原木の主体は樺

太および北海道のエゾ・ 1､ドマツであったが，寅源の減

少，価絡の昂騰とともに，黄源も豊富であり，価格も低

に転じた時代とは全く異った蒋赫危磯の状態となってい

る。パルプ産業に鐙ける新たな積極の諺謝舶勺解決は，そ

れだけでは問題の解狭にはならなくなったのである。

最近用材（素材）の鍾菫量はエ憾日といわれ，あるい

は1億5千万石といわれているが，広蕊鋤素材はわずか

2千万石前薩である。

木材界においてモンスター視されているパルプ工業も

弱い半面を持っている。パルプが紙あるいは化繊の原料

であざかぎり，その佃総は紙あるいは化賊の国際価絡な

いし国内一鍵物価との相対価格に支配されるからであ

る。前述の如くパルプ業界の景況ほ好転しつつありとほ

いえ，パルプの価格はこれに伴って上昇してはいない。

原木靖苛もおのずから製品価絡に制約されるわけであ

る。

このようなパルプ産業が，ベニヤ，ブ戸一リング，家

具等と鋳争して年産2千万石前薩の広葉樹用材から，さ

らに壜の原木を求めることは到底不可能であろう。

パルプ産業の指向するところはおのずから年産1億滴

といわれる薪炭材の分野に入らざるを得ない。パルプは

薪炭との競合という新たな問題に直面せざるを得ないわ

けである。

この問題の見透しについては明暗二つの見方がとられ

ている。

その1〃明〃の見方によれば，木質燃料が石油系ある

いは石炭系等他の熱源に転換してゆくのは世界的な趨勢

であり，わが国もその例に洩れず，最近における薪炭使

用の減退は顕著であって，今後の薪炭需要は減退してゆ

くであろう。称美統計要覧によって昭和元年以降の動向

を承ると，人口1人当りの薪炭林伐採量は昭和元年の

2.04石から漸減傾向をとって，最近でば1石を割って

いる。同様に鉄道輸送統計も木炭輸送の減退を物語って

いる。このような薪炭需要の減退諸指標に対し，林種改

良事業の進展によって不良広葉樹の増産は自然発生的と

なり，供給は増加する要因さえある。薪炭材分野からの

集荷唯むしろ容易となるであろうというのである。

他の見方はこれと対辮勺なものである。すなわち薪炭

との競合は坑木その他のような他蝶弼材･との競合では

なく，国民生活に直結する物盗との競合であって，単な

る経済的問題ではなく，経済外の問題が伏在しており，

その推移如何によっては由なしい社会問題にまで発展す

る危険性もあり，集荷もおのずから局限されるというの

廉であった内地のアカ・クロマツのパルプ化が企図さ

れ，その企業豹成功とともに年盈内地マツの使用通は増

加し，現在でばパルプ原木の過半を占めるに至った。戦

争によって致命的打撃をうけたこの産業が短時日の閲に

戦前の姿に立ちかえり得たのも，実にこのアカ・ク厚マ

ツのパルプ化の成功が主因をなしている。

戦後の混乱期，製塩その他の燃料に大量に使用された

のは内地マツであり，現在でも建築･包装・坑木・ボル

プ･薪炭とﾏﾂの需要はいささかも劣えず,農林省縦計
調査部の報告によれば， 29年度の素材生産量中，下ツ

は4,800万石でｽギの4,500万石を凌寵して,第1砿と
なっている。

内地マツのこの需要動向に最も強い関心を拙い，その
対策に深刻な苦慮を重ねていたのがバﾙプ産業でもつ

一

た。

従来のパルプ'蝿豈浩一-この方法

として諺垂したもので，これによる

3裁擶的にはむしろ邪道というべきか

てこの方法による広溺徴原木の使用

紙パルプの分野では最近広蕊徴，特

種の承を対象としたものではなく1

る

肉

は元来針鶏撒を対象

広潤封原木の使用は

もしれないが，あ

を研究し，さらに

え
製

0

にブナその他華一樹I

0種類以上の雑木類

の混合蒸煮を対象とした新パルプ製造法に企業的戊功を

おさめた。

すなわち本年の大巾な広葉樹原木使用増加はその前駆

ともいうべきものであり，活溌な設備の新設はパルプ製

造法の革命によって原木を針葉樹から広葉樹に切替えん

とする動きであって，晒クラフト(BKP)とセミヤ･ミ

カルパルプ(SCP)製造設備がそれである。かくて今

後これら新設備の稼動上昇とともに広葉樹原木の大巾な

使用増加が予測されるわけである。

綜合経済6カ年計画通産省案によるパルプ生産の伸び
ば，昭和29年度を基準として最終竿の35年度には皿2

鮨数）となるというきわめて控え目雄見透しであるが

（6カ年計画による35年の生産指数は，。藻154,金

属159，潤戒163，産業活動151とみられてい副)，

それにしてもパルプ原木の所要壁は35年度3,142万石

（針葉樹2,273万石，広葉樹869万石）という数量とな

る。これを29年の謡費2,331万石(針諜鋼2,146万

石,広葉樹185万石)に比較すると総鐘では811万右の
増加であるが，針葉樹の増加はわずか127万石であり，

この程度の増加はバルブ産業の現勢をもってすればさし
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である。

この相反する見解には双方とも一応の理はある。パル

プ産業発展途上にあらわれた新たな問題点であろう。

いずれにせよパルプ原木問題は新方式によるパルプの

生産設備と広葉樹原木とを軸として，大きく‘旋回せんと

している。パルプ産業が以上の問題点をいかに合理的に

解決し，それを発展のポイントとするか，今後に持ち越

された問題として極めて関心深いものがある。

（林総協）

屋における挨拶であったであろう。彼は日本におけるラ

ワン材の利用状況を視察し，「われわればラワンが日本

において使用されるなら，いくらでも援助をおしまない

が，アメリカの市場において競争することはやめたい」

と述べた。これは，とくに合板界では現在ラワン材にほ

とんど依存しているため，今後のフィリッピンの日本に

たいするラワン材の輸出政策に多少でも変化があれば，

業界のうける影響は甚犬というべく，その動向について

は十二分に関心をもっとともに，その対策を考慮してお

かなければなるまい｡．

さて，このへんで話を本筋にかえして，木材界の足跡

を各部門ごとにのぞいて承よう。

木材材料： 木材の性質についての研究は全く盛んな

もので，春の林学会では,25篇く．らい，秋の木材学会で

も10瀞をこえ，各研究機関誌に掲載されたものは20篇

をこえている。その内容は木材細胞膜の織造，樹木の回

旋性，材質と立地条件との関係，材の容穣密度分布，木

材･の老化による材質の変化,木材の吸湿性，伸縮性，そ

の他光，温度，電気など物理的性質の研究，強度的性質

から化学的性質などにいたるまことに広範囲にわたる研

究が地道につづけられ，それぞれ見るべき成果をえてい

る。このような木材自体の性質の究明は，ひいては木材

利用，加工技術へとつながり，これらを進展させるもの

であるから，この成果は今後期待できよう。このような

研究も，たんに木材の性質を明らかにするということか

ら，さらにすすんで，木材を実際に使用する立場から承

て，使うことのできる費料を作ることが必要である。こ

のような考え方から承れば，たとえば強度的性質にして

も，近年は設計者にとって役にたつ資料のでてきたこと

はわれわれ仲間としては一つの進展といえよう。

製材： 従来たん漣経験だけをつみかさねて得られた

製材技術にたいし，学問的な根拠を見出し，これを基盤

としてあたらしい技術の敦良をめざして，ここ数年来と

くに帯鋸および円鋸刃の問題,鋸の目立技術,製材機の機

械的性能などについて研究が重ねられてきた。本年もた

ゆむことなくづづけられているが，さらに挽材による研

究がされ，今までの学問的研究から実地面に一歩前進し

た感があり，今後の成果が注目されよう。製材界でのは

じめての試承として全木連主催のもとに第1回全国製材

木材工業部門

小倉武夫

また1955年もすぎようとしている。最近外国の技術

におくれないように，いや少しでもそれに追いつかうと

必死の努力をかたむけている木材工業界の技術は，今年

も，やはり着実な進歩がなされたといえるだろう。ここ

で，学問や行政をおりまぜて，技刷緬を中心に，今年の

足跡をふりかえって承よう。

といって，初めから枇道に入ってしまうようであるが

今年の特筆すべきものの一つは，何んといっても，日本

木材学会の誕生である。従来,木制科学や加工技術の研

究は，林学会の範嶬でおこなわれてきたが，最近の著し

い進歩は，ついにその同志をむすばせ，本年4月にめで

たく，発足させたものといえよう。この学会が，たんに

今までの林学や農芸化学など農学部出身者だけでなく，

ひろく理工科方面の人もふくめ，およそ木材に関する研

究にたずさわっている人は，すべてを会員として，今後

の木材学，加工技術の発展に寄与し，ひいては，わが国

木材工業界の技術が，ますます着実な進歩を，とげるよ

う期待したい。去る10月24日には第1回大会が名古

屋市において開かれ，250名の会員が参集し，40以上
の研勢茅論文が諺菱され，防腐および，チップボードとハ

ードポーードについてのシンポジュームが開かれ，予想も

しなかったほどの感況であった。このことは，この学会

にたいする関係者の関心がいかに大きかったかがわかり

童た，その発足の鳴認も丁度よく熟していたものといえ

よう。

もう一つの特筆すべきことばFAO第3回アジヤ太平

洋林業委員会会議が4月に東京で開かれたことである。

この会議そのものは木材工業界に直接関係があったとは

いえないが，とにかくこの会議にはアジヤ地域から17ケ

国の代表者が参集し，林業や林産に関する諸問題が討議

され，とくに,われわれに関係のある木材に関する用語,

試験法，規格などの標準化が審議され，チーク材の小委

員会が設立され，今後の問題が論溌された。会議とは直

接関係はなかったが，むしろ木材業界に非常な波紋をな

げたのは，フィリッピン代表のアーモス山林局長の名古
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に新鮮味を加え，変異の多い木製品も次第に工業材料と

しての均等性が考えられ，霞たこれが要求されるように

なったことは喜ばしいことである。合板製造逓において

も昨年にひきつづき，その数鍾は莫大にのぼり，上半期

ですでに3億平方尺に達したので，年間を通ずればおそ

らく5億平方尺をこえるものとゑられている。しかし本

年の輸出合板界は日本人同志の間で全く悲しい事態にお

いこまれてしまった。生活のためとはいえ，安売競争を

互に行い，買手をして信用感を失なわしめたばかりでな

く，輸出貿易上に汚点を残したとも言えるのではなかろ

うか？しかし，業界自らの努力によって，ついに調整組

合も結成され，合板が輸出入取引法による承認品目に指

定され，生産量の調整，価格の安定が図られるようにな

ったことは，まずホットした感を与え，ここまでにこぎ

つけられた関係者の御尽力に敬意を表したい。ま･た一

方，現在の輸出合板が全くラワン材にだけ依存している

､が，果してこれでよいのかという問題も今年はしんけん

に考えられてきたようである。その一つの現われとし

て，自本木材加工挨術協会に合板部会が誕生し，このよ
うな問題から研究がはじめられようとしている。前にも

述べたようにブィリッピンのアーモス山林局長の言もあ

り，いつまでも他力本願ではおられなかろう。わが国な

りの発展を期待したい。とにかく，本年の合板業界ほ一

種の試練の年だったといえよう。

篭集成材： 集成材を実際に作る場合には，なんといっ

てもこの製造法の基準を確立する必要がある。これを目

ざしての研究が諸盈で行われてきた。やがては実をむす

ぶことであろう。しかし，実際に使用するときの問題が

建築に関するかぎり，依然として未解決のままである。

これではいくら集成材を作成できるようになってもこれ

を利用することができないので，速やかな解決をのぞ承

たい。もつとも，造船界での利用は一段と進捗しており

よろこばしいことであるが．．．････

防腐： この方面の研究はとくに目立ち，その数も他

部門にくらべてかなり多かった。マレニット,P.C.P.

などの防腐剤そのもの，防腐剤の効力試験，防腐に効果

のある成分，腐朽による木材成分の変化，防腐剤を浸透

させる方法，林内予備防腐法，白蟻の対策などあらゆる

面において多くの研究が承られた。現在市販の防腐剤や

その使用法などについて需要者がその適否を判断できる

ような指針がまだ示されていないので，心ある識者の間

ではこれが必要をさけばれている。しかしこの実現には

多くの難点があり容易なことではないが，シンケンに考

えられてきたことは，防腐行政上よろこぶべきことであ

る。研究者の間に防腐関係の研究会が企てられ，去る4

月に日本木材加工技術協会で木材保存部会として発足し

技術競演会が開かれた｡今回の繕果,帯鋸腫ついては鋸

目立や仕上げの技術は向上しているが，挽材技術がま瀧

賓弱であった。しかし円鋸ではこれと反対にむしろ鋸自

立や仕上げの方がおとっていたということである。この

ようなことが分れば，また技術指導の具体策も考えら郷

るであろうから，このような試承もまた成果があると↓
て，さらに続けられることをのぞふたい。

乾燥： 木材乾燥室も最近インターナル・フアン型求

にきりかえられはじめたので，この型式の乾燥室にたり、

する設計や乾鰐桑作の面から承た刷究がめだってきた。

遠からず, この型式におけるいろいろの問題も解決蔦
れ，実際的にも安定したものとなろう。また，乾燥中に

生ずる歪象の問題が研究され，､これからの乾燥操作や〆

ケジュールの研究においてすぐなからず示唆を与えてﾄ、

る。

一方，ドイツか･ら輸入した高温乾燥機にたいする実験
結果も発表され，この方法のもつ長所,短所もある程陸

あきらかにされたので，これからの利用者は十分の考慰

が必要であろう。それにしても,今年は○○型乾燥室と
いうのが目につき，最近もまたドイツのヒルデHD7"
がけんめいに宣伝をはじめた。まだ，これらにたい調る

正し↓試辮吉果も発表されていないので，需要渚とLて

は,全く選定にまよっている有様である。正しい判断を

下すための資料が一日も早く発表されることをのぞんで

止まない｡.ただ一寸気にかかるのは外国品にたいして信

頼感を高くもちすぎることである。たしかに，催秀頗も

のが多く，日本の歯のたたないものもあろう。だかりと

いって,全部が全部でもあるまい｡-f分調べた上,宣伝
に|陵惑されないよう注意がのそゑたい。

合板： わが国の合板製造技術の進歩は最近目ざ雷し

く，もう外国とほとんど遜色ないまでにこぎつけた』い

えよう。しかし,技術面で改良の余地がないわけでなく，

以前から,単板の切削,合板製造技術とくに芯かさ聯り
やトンネルのない合板蕊豈法，ホットプレスによる厚さ

ムラ，単板乾燥などについて研究がつづけられているほ

か，新たにスクレーパーナイブ刃の研湾についても聞究

が行われ，相かわらぬ活溌さがうかがわれる。また，接

蒲関係についても,接着機椛や発泡接着剤の研究がすす
められ，とくに後者についてばメラミン樹脂について研

究され,工場における使用上の指針まで与えたこと唯注
目に値しよう。輸出合板のフォルマリン臭について唯よ

く問題になっているが，これがとりあげられ，まずアオ
｜

ルマリン臭の測定法から研究がはじめられた。輸出振興

上この問題も早く解決されることを望みたい。

一方,業界においても品質の向上をめざし,自ら晶質
管理を実施しはじめたことは何んといっても木材工業界
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た。これからの活動を祈ってやまない。とにかく防腐問

題は異常な関心がもたれ，去る10月の木材学会におい

ては技術的に承た防腐木材のあり方についてシンポジュ

ームがもたれ，活溌な討論がみられたほどである。

繊維版： 繊維板のうち，とくに凡ゆる面でおくれて

いるチツプポードに関する研究が多く，製造にたいする

基本問題がいくた解決され，品質も著しく向上したよう

である。今年もまたチップポ戸ドエ場が名古屋に新設さ

れたが，廃材利用の立場からまことに喜ばしいことであ

る。ところが困ったことに特許問題がおきてきた。折角

廃材までも使って木材を高度に利用しようとし，国もこ

れを奨励しているやさきに,，きわめて広範囲の特許を出

願し，満まけに約6年もさかのぼって行使されるとあっ

ては，重要問題である。果してどんな結末になるか今の

ところ予断を許さないが，廃材利用の立場からなるべく

小範囲で話のまと童ることを切望する。

最後に一言。8月に社団法人木材資源利用合理化推進

本部というのが誕生した。もちろんこれは数年前から林
総協で実施してきたことをはっきり看板にかかげたまで

である。今茨では代替産業の振興に重点がむけられ，少

くとも，木材をなるべく効果的に利用するという立場に

たって，木材.の利用方法を研究もし，これをおしすすめ

てきたむきはあまり見られなかったようである。これで

は，林業家や木材利用と賑組んでいる者にとっては困る

ので，その進み方に一考を煩わしたい気持である。

ともあれ，今年の木材界ほどの部門でもなかなかの難

問題をはらんでいたが，技術や研究の面でいちじるしい

進展をゑたものと言って差支えなく，われわれの誇りと

もいえよう。 （林業試験場木材部）
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昭和25年度に，ほじめて林業改良普及事業が組綱上

されたとき，予算できめられた普及員の定員は1,120人

であったが，そのうち都道府県庁に駐在する専門普及員

が316人配置されたので，実際に第一線で普及活動に従

事する地区普及員ば804人にすぎなかった。

これでは1,700万町歩に及ぶ民有林と，500万人をこ

えるその所有者に対して，効果的な普及活動を行う農と
は不可能なので，その後毎年度，予算の要求のたびに，

この林業技術普及員の増員を要求して来たが，情勢は極

めて悪く，逆に再三に亘る行政整理のため減員されて，

昨29年度現在でば全部で1,051人となっていた。

然しながら，農山村に科学を導入して，その経済及び

生活の向上と安定のために，自ら考える農民を育成しよ

うとする普及員の地道な努力が，次第に効果をあらわす

に従って，普及事業の重要性が年と共に広く認識され，

これが関係者一同のたゆ糸ない努力と相まって,普及員

の増員をはじめ，普及事業全般の拡充強化を要望する強

い世論となって確り上るに及んで，ついに大蔵省当局を

も動かし，30年度の予算において，地区普及員100人

増，専門普及員ユエ人減，差引89人の定員増加を認め

るに至った。

これで林業技術普及員の現在の遥員総数は，地区普及

員870人，専門普及員270人，計1，型0人となり，普及

事業発足当初にくらべれば20人の増加にすぎないので

あるが，現在ごく限られた－部の部門を除き，行政組織

の縮少整理が，強い国家的要請となっている一般情勢の

下において，たとえm0人にすぎないとはいえ，普及員

の定員増加が国会で認められたという事実は，真に赫業

改良普及事業の重要性を裏書するものといえよう。

就業改莨普及部関

豊田久夫

林業改良普及事業ば，その性格上年盈の変動は比較的

少く，従って，例年その一年をかえり承ても，普及事業

全体としては日-f日とたゆ孝ない進展を続けて来たが，

その内容にたち入って，個灸の事項を引出すことば仲々

むづかしいことが多かった。

今年もまたその例に洩れないのであるが，ただ本年度

の予算において，特に林業技術普及員の増員が認められ

たので，この問題を中心として，今年の普及事業の主な

動きについて述べ，皆様の御高評と今後の御援助を仰ぎ

たい。

1．普及の組織と普及員の活動

林業改良普及の組織については，既によくご存じの人

も多いと思われるので，詳しくは述べないことにするが

この仕事は国と地方の協力事業として，林野庁（研究普

及課)一都道府県（林務部課）一淋業技術普及員が縦に

つながり，これに中央，地方の試験研究機関や普及協力

団体が，個個から緊密に協力している。

この誓及事業の成果を急速にあげるには，中央一地方

を通じての効果的な施策も勿論重要であるが，何といっ
てもこの事業の第一線で，直接農山村民に接して普及活

動にたづさわっている，林業技術普及員の活躍如何が最

も大切で，その成否のかぎを握っているといっても過言

ではない。

このように重要な任務を負っている林業技術普及員は

現在まで充分かつ効果的に配置されて来たであろうか？

｡
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然しながら,現在の普及員ばその足ともなる一番必撰 って，広範囲に亘る会員が弾劾pし，現在約12万人に達

している。

この協会の主な事業は，林業の改良とその急速な普及

を図るための，①図書，印刷物の出版配布，②映画，幻

灯スライドの製作，③座談会，講習会，実績発表大会等

の開催，④懸賞論文の募集，その他となっているが，そ

の中で最も力をスれ，林野庁に協力して発行している

「林業新知識」は,今年の7月からグラピヤ印刷になり

一番わかり易い目で見る林業読物として，会員はもとよ

り，広く一段からも非常な好評をうけている。

これと共に，次代を担う農山村青少年の林業活動にも

大いに力を注いで来たが，最近若い人糞の澗業に対する

関心が驚く程強くなり，林業経営の改善合理化によって

少しでも生活を豊かにしようとする意慾はまことに目ざ

ましく，昨年に引続き今年も5月に，第2回目の全国青

少年林業改良実績発表大会を開催したが，その実績には

誠に目を見はらせるものがあった。

現在林業のプロジェクトを持つ青少年のグループは，

500余団体， 50,000人余りに達しているが，この傾向

は更に強まって，林業改良についての青少年の活動は，

急速に進展するものと期待される。

3．親聴覚による普及

一口に視聴覚による普及といっても，とりあげられる

手段や方法は，映画，幻灯をはじめ,･新聞，ラジオ，ポ

スター，リーフレット，パンフレット等非常に多い。

最近中央，地方を通じて，予算の節用が強くおし進め

られているため，前述の「林業新知識」のような会員組

繊のものは別として，一般に印刷物類の発行数量は，だ

んだん減少せざるを得ない実情にある。従って，これに

代るものとして，新聞，ラジオを最大限に活用すること

が必要となって来る。

中央において今年の2月の農閑期に,NHKから「私

の山林経営」と題する3回目の林業講座が全国放送され

たのをはじめ，青少年や地区普及員の実績発表大会の模

様，入選者の座談会等も全国放送された。

また弘報担当者ともよく連絡して，常に季節にマッチ

した澗集技術の解説等についても材料を提供して，電波

にのせるように努めて来た。

これらのことは新聞についても同様で，先方の求めに

応ずるばかりでなく，こちらからも積極的に実績発表大

会，その他の行事や，新しい話題，技術の解説等を連絡
提供して来ている。

地方においてもこの傾向は同様で，自力で刊行するも

のは極力効果的なものとするように努力しているのは勿

論であるが，地方庁で発行する他の印刷物を活用した

り，戸一カル放送や地方新聞等もひんぱんに活用されて

な自転車さえ満足な状態ではなく，普及活動喪も研修毅

も足りず，幻灯機，その他の普及器材などは皆無とも､、

えるような状態で，ただ自分の身体をたよりに，毎日平

均10時間以上も勤務して，これを補っているような実

情である。

従って，普及事業の理想的な態勢を整えるには未だ軽

遠く，更に普及員の増員をはじめ，普及活動我の充実岸

普及器材･の整備等，早急に実現を図らなければならなﾙ、

事項が山積しているので，差当り31年度予算の要求に

も，これらを織りこ承，その実現に向って関係者一同献二

ゆ悪ない努力を読けている。

このようにして普及組織の拡充湖上を図る一方,現庇
の組織を最高度に運用することもまた極めて大切なこと

で，このことは過去における実績によっても明らかであ

る。

《
一

即ち，従来地区普及員は大部分地方事務所，農林事務

所等に駐在して，広大な地域を対象に普及活動を行づて

来たため，やはり手不足はあらそえず,前にも述べ酒よ

うに毎日平均]D時間以上も活動しても，担当区域画全

域に効果的な普及を行うことは不可能であった。これら

を考え合せて全般的に見れば，現在までの普及事業侭予

期以上の成果をあげて来たといえるのであるが,一部に

はややもすれば普及員が普及以外の業務に時間を劉力#れ

て,思うような実績をあげられなかったところもあ3．
これに反して，早くから地区普及員を林業改良普及モ

デル村や，その他の重点町村に駐在させて，普及活動に
専念させた地域は，極めて顕著な効果をおさめている実

情に鑑み"林野庁では今年認められた新規定員は全そ町
村駐在とし，従来地方事務所に配置されていた普及員も

各地方事務所に1人を残して，他朧出来るだけ早く重点

町村に配置換するよう，強く各都府果の協力を求めてい

る。 ・

2，薔及協力体の動き

少数の普及員で早急に普及効果をあげるには，やはり

うけ入れ側の体制を整えて，普及員の活動に協力させる

ことが，極めて効果的である。そこで普及事業発足以来

森林所有者，林産業者，その他を打って一丸とする普及

協力組織の育成強化に努めて来たが,真に普及事業を理
解する人の増加と共に，次第に下から磯り上って，町村

から府県へ，府県から全国へと組織化が進み，昭和28年

加月，会員約5万人をもって全国林業改良普及協会が

発足した。

それ以来,普及員の活動に表裏一体となって，林業の

改良普及に協力して来ているが，その後会員は増加の一
途を辿り，特に本年に入ってからは，関係者の努力もあ

守

套

～字

－20－

’



私h

1955 年 の 回 顧

も，見本として林野庁から各県へ1本づつ配付しただけ

では，末端の森林所有者が見る機会は仲を来ない。

そこで先づ幻灯嬢は，自転車と共に普及員の必須の器

材として，少く共1人に1台づつ渡るように， 31年度

予猟の要求にも重点項目として織りこまれている。

またスライドの方も，極力各廊展はもとより，市町村，

森#繩合等で職入してもらうように呼びかけて，その普

及に努力しているのである。

いる。

次に普及員が担当地域を巡廻指導する場合の普及手段

として，幻灯スライドの利用が非常に効果的であること

が，各方面の調査や，実際にやって見た結果明らかにさ
れている。

林業改良普及面でも早くからこれをとりあげ，普及事

業発足当初作った「承どりの夢」を皮切りに，「ボルド

ウ液」「今須村の択伐」「拳どり．の芽ばえ」「有利なキ

リの栽培」等の技術スライドを製作して来たが，昨年作

った「有利なキリの栽培」は文部省特撰となり，昨年度

のスライド部門で唯一の文部大臣賞をうけた。

今年もまた去年から引続き製作中であった天然色スラ

イド「万沢の混農林業」と「まつけむし」一その生態と

防ぎ方一を完成し，前者は既に今年のコンク戸ルに入撰

している｡

ここで最も問題となるのは幻灯機とスライドの普及度

であるが，残念乍ら各都道府県で保有している幻灯機は

極めて少く，地方事務所にも無いところが多いような状

態であり，スライドの方も折角中央で良いものを作って

以上で，林業改良普及面から見た1955年の回顧，と

いう題名からは多少逸脱した内容となったが，最近の林

業改良普及事業の主な動きを述べたところである。

然しながら，これは比i!鍬勺表面にあらわれた事項をと

らえたに過ぎず，全国各地で普及員が’毎日平均10時

間以上も，足を棒にして普及活動に歩いている，目に見

えない地味な努力が，林業の改良普及を推進する最も大

きな力であり，ここから普及の成果が生れて来ることを

我盈は決して忘れてはならないのである。

（林野庁研究普及課）

《
と

一一

る。

特礁林産部門 生松脂の増産の必要性幟本年になって初めていいださ寺

れたことでなく，私共は昭和13年に既に松資源の利用，
伊藤清三

農山村民の過剰労務の吸収,生松脂需要の増大に鑑承，

馬車馬のように働いている私に「]955年の特殊林産部 国家資金を採取奨励金として交付したり，採取技術の講

門の回顧」を書くようにとの話であるが，このことを書 習会を行って積瞳的に生産を推進した事業で，そのため

くのほ私にとって非常に嫌なことであり，恥をさらすよ 昭和12年には僅か100屯足らずのものが5千屯内外(戸

うなことで辞退したいのである。それというのは私はこ ジンで3千～4千屯）の成績を挙げている。そして現在

の部門の公僕としての事務担当者で，回顧するとすれば はこれ以上の増産を望もうとするならば「松を切る前に

自分達がやった仕事の失敗やら力の弱さを書き，書く趣 必ず松脂を採る」という強制措置を採り，採取費を保証
囲も公僕として観た範囲に止まって，ぎこちない回顧の するという意味で， 1，2割安い輸入品とのプ戸ルでも

記事となって読者には無味感想と思うからである。 しなければならないと痛感していた矢先だけに，この閣

こんな申訳的なことをいっても原稿輝頁の中止ともな 議決定に相当期待をもち，提出官庁の経済審議庁に措置

らないし，原稲締切の日も近づいたので，以下，本年を 案を聞いたのであるが，案の持ち合せがない，そればか

ふりかえって思い出されることを書き並べて見たいと思 りではない，私巽が措瞳案を作って関係方面に交渉して

う。 も，そんなことはできないと八方塞がりなことだけであ

（1）本年の主なるできごと。 る。こんなことを知らない民間関係者は担当者の私共さ

先づ，本年のできごととしてどんなことがあったかと え，なんとかすればできるのでないかと不平織女。私は

いうことである。できごと.といっても北海道の風倒木 思った。印度，パキス女ンのように国有林さえ，その気

や，政界でいえば保守合同のような大きな問題でなく， になればこの閣議決定も実を結ぷのだがと。こんなこと

恥しいような小さなことがらであるから，こと更にでき から本年ほど松脂採取の国有林を痛感したことがない。
ごとという表現をするのが適当でないかもしれないが， その二ば「終戦後，油桐が儲かるから植えろ，三種，
やはり事務担当者の私から観れば確にできごとといいた 緒は土地の利用と短期に収入が挙がる産物だ」と声を大
い･その一つば年頭早を，私共の頭をなやました「生松 きぐして政府は盛んに奨励して置きながら，今，収穫時

脂採取を指導奨励云盈」の閣議決定というできごとであ となって販売に困っているがどうしてくれるというでき

－21－－
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ごとである。一昨年頃までは輸入桐油（油桐の実から搾

った油）の価絡もそんなに安くなかったし，絡実量も少

なかったので， それほど喧かましくなかったところが

本年惟前年の桐油価絡の下落と油桐実の結実を予想して

か，或は裏話があってかどうか，この陳情しきり。また

三樋は印刷局の買上量は微なたるものとなったし，ビニ

ール等の進出によって，確に安くなったからの陳情であ

る。陳情することもわからないことではないが，陳梢す

る人の殆んどは桐油は1ドラム5万円で油桐実，1升は

70円もすると聞いたから植え，三種,楮は和紙に絶対必

要であるから栽培したのだといっている。つまり，価格

も需要鐘も変動しないことを前提としての言い分であ

る。私はこんなことを考えている。それは油赫三穂，

緒の栽培を行ったことが亮勤､つたのでなく，これを指導

する私共は油桐，三種を充分植栽者に理解させずに儲か

るから植えろと奨め，集荷面から見た経営撹模，植栽地

と市場との結びを考えずに行ったことからの過ちで指導

者は充分反省しなければならぬことがらである。

その三はアペマキ樹皮の生趣が少ないので韓国産ア

ベマキ樹皮を輸入して欲しいというコルク需要者と輸入

すると生産意欲がなくなって，その上，価絡は需要者に

叩たかれるという生産者との争いがあったことである。

このような争いはひとりアペマキ樹皮ばかりでない

が，ことにこれをとり挙げたのは特殊林産物の最近の需

要者は自由貿易を建前とする政府の方針に乗って，なん

でもかんでも輸入できる，国内を馳けづり廻って集める

苦労よりも輸入した方がよいという傾向が強くなって，

国内到る処に生産能力のある竹皮，桐材までも輸入する

傾向となって，今後の特殊林産の指導は集荷機構の整術

を前提に国内生産物の生産菱は国際市場価格と義争し得

るようにしなければならぬことを，われわれ担当者に知

らしめるに充分なことがらであるから書いたわけであ

る。その外，本年のできごとというか傾向として現われ

たものに代替品と新製品の進出がある。

②特殊林産物の代替品と新製品の進出。

特殊林産物の生産は林野産物総生産額の1割を占め，

薪炭生産額とほぼ同額でありながら，生産が胤膜鵡勺に片

寄り，また個有の産物，例えば松脂，ウルシ等灸に区分

した生産額で見ると非常に零細で，しかもわが国生産獄

は需要壁の1～2割を占める産物が多い。

それであるから，需要者間には代替品の輸入を望詮，

代替品の工場制生産品に置き換えられる傾向に進むこと

は当然である。綜梠皮の需要はマニラ麻，パーム（椰子

繊細に置き換えられ，三種，楮皮はマニラ麻，ビニー

ルに，木蛎は合成蝋，コルクの一部は岩綿，その他の保

温保冷材（製品としてはイソフレックス＝スエーデン，

アメリカ。アルフレックス＝日本）によって，供給の一

部を代替されつつあるのはその例である。この傾向は本

年当初からことに著しく，一時的の企業者の思いつき代

替品もあるようだが，特殊林産物の生産量が少なく，季

節的生産物である故にこれらのことも充分考えての指導

を行うべきである。このように代替品が進出した反面

また特殊林産物の欠点を取除いて需要の拡張を図ろうと

する気運，例えばウル．シの自然乾燥と色沢の研究が進め

られたり，木蝋の嫌な臭を取除いた脱臭木蝋の市販，コ

ルク製の吸音板等の新製品の進出，郷旨採取に硫酸処理

を行って生産費を軽減する方法等実行されたことも本年

に現われた傾向である。

③特用樹木の植栽樹種は変って来た。

植えてさえ置けば金になるから植えて置こう，補助金

が貰えるから植えるという傾向がここ1，2年少なくな

った。ことに本年は各県の指導も手伝って販路の確実な

特用樹の植栽，農業経営の一環として取り入れることの

できる特用樹種の植栽へという傾向が現われてきた。そ

れであるから，全体の特用樹木の繩直面稜，本数は昨年

に比較して1，2劉減少しているが，地方毎に適当であ

る樹種に限り新植が行われたので，実際の増殖量嫁大き

いといえる。

つまり，特用樹木の植栽樹種も機械的規格品から脱皮

して経済的の適地適木へと変ってきた。

（4）価格の変勅は余りなかった。

次に本年の特殊体産物の価絡はどうであったかという

ことである。最近,特殊林産物の価絡は大きい変動があ

ると各地にきくが，これは太平洋戦争開始の前後から最

近までの話で，その以前はそんなに変動がなかったし，

ここ2，3年はそれほどでもない。戦争中は勿論終戦

後5，6年間というものは需給のバランスが国内生産壁

の極度の減少,思いがけい輸入品の大量供給,需要部門

の変遷等によっていろいろと破られたからで，今日では

一般に考えられ，いわれているほどに大きい変動がある

ものでない。このことはここ2，3年の傾向を見ればそ

のことが納得できる。変動がなくなったとC,うのは需要

部門も大体安定し，供給垂も国内生産が少なければ輸入

品によって，これを補い，需給をバランスしているので

価絡変動の導因がないからである。ただ，輸入品によっ

て供給がバランスされているから，桐油,松I鰐は輸入

価格によって多少変動を見せ,木蝋,椎奪等は輸出量が

生産鉦の大きなウエイトを占めているから輸出価格によ

って多少変化を見せることがある。

以上が特殊林産物価格の最近の傾向で，本年とてこの

軌を一にしている。ただ，本年の限立ったことば中共か

ら輸入されたものの価格と，前に一寸述べたアベマキ樹

一
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皮の価格で，前者ほ貿易協定（民間）以後ほ松脂のよう

に国際的商品の価格は1割内外安くなり，中共以外から

日本が輸入を望めない物資，例えば五倍子，桐油，ウル

シ等は何れもユ割乃至3割の高騰を見せたことで，後者
寺

は韓国産アベマキ樹皮が日韓貿易のイザコザから計画通

り輸入ができなくなったので，国内産アペマキ樹皮の価

絡ほウナギのぼりにのぼって7月中旬に55円（1貫匁）

であったものが11月下旬には85円という相場となっ

たことで，これなどは全くの異常薮像で，こんなことは

他の特癖産物にば見られなかったものである。

参考に主要特夢淋産物について，ここ2，3年の価絡

を次に書いて見よう。

以上，私が見た特癖産物の回顧で，これを読む読者

昭23121 1g29･12 1 1蕊愚，|単位’
ク リ｜賃
ク ル ミ 〃

,、 ゼ(籔余椎

アプラキリ（実） 石
ウ ル シ賞
松 脂旺
キ リ玉

竹 束

孟べ薦樹豊晶

340円

600

3，000
1,500
2，600
9，500

70

1,800
170
65

1，000

850円

1,000
3,000
1,600
3,000
8，000

60
1,800

165
70

4,800

290円

850
2，800

600
8,200

12,000
76

1，500
170
56

1,600

の中には特殊林産物を悲観的に感じ，またそんな見かた

は違うではないかという方があるかもしれないが，私は

悲観はしないが本年ほど特殊林産物行政の在りかたにつ

いて反省をし，反省させられたことがない。

（林野庁林産課）－

一一ー

a

誠に御尤もなことどもで我点としても大いに期待したと

ころであるが，年末の今日迄のところ，会計年度は年半

ば過ぎにすぎない故か，或は筆者の目が節穴の類の故か

著しい施策を見出し得ない。これも所詮日本の現代の政

治の御多分に洩れない現象であり，いやとかく林業林学

界の問題の提起のしかたもこの亜流に属すること人後に

落ちない嫌いもある様で，実行可能決定以煎或は結果

の出ずる前の誇大宣伝ば，いかにPRが必要とはいい乍

ら，鈍肺者研究者としてお互いに僕重でなくてはならな

い点もありそうである。

さて鐵櫛といい，研究といい，1年という時間で区切

って見ても，急に進展するものでもなく，5年, lO年を

経て比較して判然とするものの筈である。従ってかかる

形式の記事が昨年侭も企劃された以上，語り得る内容も

甚しく異ることはあり得ず，昨年の記述を拝借して終っ

てよいかも知れない。

昭和21年にはパルプの生産量は20万1､ン昭和16年

の約16％にまで衰退していたが，最新の統計の29年

の生産高は約180万1､ンに達し，遥かに戦前の最高額を

越えている。しかも29年はパルプ界にとって不振の年

であり，なおこの量に達したとあって象れぱ， 30年に，

入ってパルプ需要が回復した以上，生産高は増すとも減

ずる筈がない。原木関係から眺めれば，樺太等を失い，

戦前より著しく蓄積を減じ，トドマツ，エゾマツにたよ

れず，アカマツ・クロマツ・カラマツ類の利用が旺盛に

なったことはここ数年の歴然とした事実である。ところ

がこれらの樹種はサルブァイト法では心材が蒸解し難く

大きな問題となり，この障害のよって来る因としてフェ

ノール類或は色素が考えられ,多くの研究が行われ来り，

本年度に刊行されたものだけでも， 10に近い数の報告

が現れている。またこれらの材はピッチトラプルを起し

赫産化学部門

南 享二

編集者よりの注文は林産化学方面の一年間の回顧をか

けということである。世事にはうとく，研究面も狭い視

野しかもちあわさず，〃ヨシのずいから天井を覗く"の類

に属すべく，甚だ不適任の筆者の一人である,。といって

適任者も少かろうと多寡をくくり，且ほ批評者の一言を

以て天下を論じ得る特権にまかせて，まわりもちの責任

を果そうと思う，妄言の程予めお詫びしておく。

我点の周囲を吹く風としてまずとりあげねばならない

ことは，年初1月21日の閣議で，木材費源利用合理化

方策の決定が行われたことである。その中の化学関係を

拾いあげて見ると，・3の大項目に分れ，その第1は木材

代替賓源の使用普及の促進であり，その小項目(2)に土

建材料等の耐久化の促進があり，木材防腐を更に推進す

ることがあげられている。小項目(3)には包装の合理化

の促進があって外装用段ボール普及の一事があり，小項

目(4)は家庭用燃料合理化の促進とあり，都市に於て木

質系燃料を石炭ガス・天然ガスに置きかえ，農村に於て

は熱効率の向上のため優良かまどの普及がうたわれてい

る。大項目2は木材の生産加エの合理化と高度利用の促

進とあり，その小項目(2)に高度利用の促進がとりあげ

られ，内容として，（イ)廃材．及び屑材の利用を促進せし

めること。これらを原料とする企業の育成を図ること。

(ロ)パルプ原料としての広葉樹の高度利用を朧かり，併

せて紙類及び化繊の輸出振興に盗するため，セミケミカ

ル法及び晒クラブ1､法の普及を推進すること。（ハ)木材・

糖化の企業化の推進，松脂採取の指導奨励及びパルプ廃

液の活用をはかることなどがうたわれている。いずれも

一
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易いが，この点についても着実な歩みが続けられてお

り，ピッチの生成の観点からピッチ中の結晶成分分離探

究，人工ピッチ製造の研究があり, Seasoningの影響に

ついての報告もある。またパルプ中の樹脂の性質につい

ての業績も見られ，更にすすんでビスコースに対する樹

脂の影響も考えられている。一般に御旨はSeasoning

即ち土場に放置することにより，一部が消失し一部が重

合して固化すると考えられ，一応対策の一つとなってい

るが，材・の供給が逼迫し，かつは材価の高くなったため

放置が許されう号，生材使用にせまられ，問題となってい

る。一例として砕木法における乾燥材と生材の容量に関

する報告が見られる。

亜硫酸塩難蒸解の問題については謬透性促進剤に関す

る研究も見られるが，アメリカで実施されている一法と

して，水に易藩のアンモニア塩を採用することにより，

任意の濃度の薬液の使用と謬透性の増大により解決を図

り，且はそれ以上に廃液薬害問題の活路を与える便が着

目され，アンモニアの値下りと共に, Ca塩よりの装置

の転換も容易のため典剣に考慰の対象となりつつあり，

研究面も基礎面から半工場的な規模に及んでいる。また

新しい蒸解法として二酸化塩素法がアメリカで取りあげ

られているが，我国に於てもここ1，2年の中にとりあ

げる機運を孕んでいる。界面活性剤による脱リグニン法

も諸所に於て注目され報告が出ている。

パルプ用材に広葉樹を用いることは，閣議決定にもあ

る如く顕著な事実であり，一しきり賑やかであったユー

カリ造林騒ぎに連るユーカリ材パルプの研究やシラカシ

パルプの形態学的研究或はそのセミケミカルパルプにつ

いての報告もある。さらに繊維条件のよいカバ類が諸工

場で利用されているが,パルプの蒲色化があ1つたり,案外

パルプ中に鋤旨が残り来り，除去が問題になっている。

広葉樹に関連して強調しなければならないのは，そのパ

ルプ製法としてのクラフト法とセミケミカル法である。

パルプ製法中砕木パルプが原木の利用率最も高く，クラ

ブト法が之につぎ，サルブァイ1､法が最も低いことは周

知のことであるが，クラブI､法は蒸解の困難の少い長所

を併せもち，広葉樹パルプにはとくに適し，近ごろは晒

技術の進展と共に蔵級紙用，人絹用にも使用し得る嫌に

なり，新しい設備が増す機運にあり，29年末の生産高は

全パルプの18.7％に達している。戦後のニニーフエイ

ス・セミケミカルパルプ幟砕木パルプにつく．高収率を示

し，段ボール用に最適であり，繊維板用にも勿論利用し

得て，本年の報告にもその目的のための製造条件の研究

もあるが，更に晒せば製紙にも用いられ次第に我国に於

ても工業化されつつあり，29年末の実績としては全パル

プの1％強を示している。更に高収率高純度のパルプ製

法は絶間なく追究され，本年の報告の中にもクラフト法

とサルブァイト法の中間法の如き高収率職カパルプの研

究がうたわれている。

その他資源開発の見地からメルクシ松の砕木パルプ，
●

桑パルプ，竹材パルプ，ササパルプ或は青変材･のパルプ

の研究が見られ，またパルプ製法の基礎問題として，脱

リグニン機溝，亜硫酸廃液混合蕪解，カラマツに起り易

い黒煮の研究，クラブト蒸解の綴末点決定法などの論文

を見ることが出来る。パルプ晒法の進展がパルプ用途を

拡げつつあることは前述したが，本年にもその方面の報

告が’～2あり，更にはアセテイト原料として熱アルカ

リ処理がパルプ収量や性質に及ぼす影響についての報告

も2～3ある。

原木価の高騰を克服してパルプのコストを下げろため

には，パルプ収率の増大の他に工場生産龍率の向上の道

がある。収量増大のためにも新機械は有力な援軍である

が，新装置による能率向上は甚だ重要な要素であり，本

年は新しい輸入機械について雑誌やプリントとして説明

が多く刊行され,大いに参考になる。調木について例を

取るならアンダーソン・パーカーが好調を伝えられ，砕

木に於てはスエーデンのカミやｸ･ラインダーが輸入され

蒸煮装置としてスエーデンのカミや連続蒸解装澄が据付

けられて連艤蒸解の夢が実現したことは甚だ意義のある

ことである。薬品の製造に於てもSO製製造に於て硫黄

を熔融し，或は更に霧状にして燃焼せしめる装置力娠り

つけられた。繊維をほごし且重ぜる部分にハイドロファ．

イナー・ストックメーカー・ジョルダン等の諸種のもの

が輸入され，パルプに対し許容性が大になりつつあり，

更にパルプ選別のスクリーンも諸種のものが坂入れられ

殊に除塵装置としてセントラクリーナーが使用され広葉

樹パルプの本格的使用がはじめて確立されるに至ったと

いう入さえある。

未だ充分に解明されず且利用されない成分のリグニン

についてば，その木材中に占める重要性に比例して糖力

が多く集中されつつある。現実に工業化されているリグ

ニンからパニリンの製造は，多くアルカリリグニンにつ

いて行われているのであるが，亜硫酸廃液中のリグニン

から造らんとする報告も見られ，またリグニンを接m"

化して活性炭を造ろうとする試承も報ぜられている。華

礎的な部面ではリグニンの生成に関し，酵素により単位

成分が出来ることが模型実験により報ぜられ，或は幼植

物のリグニン形成,腐朽材中のリグニンや熱帯広葉樹リ

グニンの性質，アルカリ抽出物中のリグニン楚雛，リグ

ニンオキシムの報告がある。またリグニン定性のための

Miuleの呈色反応の成立溌構について美事な研究もあ

り，それに伴い，リグニンが塩素化される仕方の説明が

一
一
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ある。前にもふれたが，リグニンの亜硫酸蒸解における

溶解機構はパルプ製造面から重大なことで，スエーデン

ー派の磯んに追求するところであるが，我国でも此方向

を対象として仕事をしている入が多く，その中ズルブォ

ン基の入る位置，或はズルフオン基の入れ方による溶解

性の変化などについて報告が現われている。

我国の現実において木材の化学的利用としてパルプに

つぐ木炭関係は，燃料としては当然他のものに代替され

るものとして関心が薄らぎつつあるが，長い目を以て眺

めるなら，エネルギー源としての石油，石炭も遠からず

他に主導権を譲ることも考えられ，それらの炭素源とし

て存在が大きく浮んでくる。その時期には純粋な炭素源

としての木炭ほ石炭より高く評価されるべき面もある筈

であり，ガス利用化学の発展と共に新しい炭化研究もあ

って然るべき嫌に思う。本年度には木炭中の揮発分が製

造の際の炭化温度のみでなく，その温度の持続時間に影

響され，結晶の発達との間に必ずしも平行関係が成立た

ないことが指摘され，新しい用途の研磨炭についての報

告があり，引続いて木材乾溜における闇鯉起源の研究が

ある。

木材糖化については先の閣議決定もあり，650万円の

科学研究識が与えられ工業化の布石が打たれたが，本年

報告された研究は少い。酵母製造を対象として研究がす

すめられている様である。

森林植物成分或いぼ木材の稀少成分については応用的

研究は少く，学術的な報告は比較的多く報告されてい

る。需要も多く，生産量も増す可能性のある郷旨生産の

如きは本年度取立ててあげる程の話題はないが，技術よ

り全く林政の問題というべく，その方面の担当当事者の

努力を期待する。クラフトパルプ製造の副産物として得

られるトール油については，海外では充分利用の実があ

がり，脂肪源・樹脂源として大いに注目されているが，

我国に於ては工場規模が小さく採算にのらぬ故に考慮さ

れなかったが，本年文献その他に於て相当注意がよせら

れたことは，この方面に興味をもつものとして希望をも

つ。学問的な研究としては，精油成分としてピャクシン

材，ザ･ワラ葉の精油成分の報告があり，糠脳藍色油応用

の基礎としてアズレンについて研究があり，チャボヒバ

若葉中結晶成分ヒバラクトンの構造が探究されている。

我共が座を遭遇する紘質のトリテルペノイドは有機化学

に於ける未知の分野に属していたが，最近数年世界を通

じて急激に知識が議しつつある。本年度我国に於ても

シヒ．シバヤナギ．クサギ・ケヤキの樹皮中のFriedelin

とその還元物質について，ネズミモチの果皮中のトリテ

ルペノイド，カキのへた中のトリテルペン酸，カナメモ

チ葉中の1､リテルペノイドについて報告が提出された。

別にジユズネノキ．コバノジユズネノキ・ヒメアリドホ

シの材中のアントラヒノン色素の研究があり，引続き植

物蝋の研究がヒノキ葉について行われた。

木材の消極的な増産即ち消粍を防ぐ立場の防腐耐火の‘

問題も華な存在であるが，基礎面として腐朽材の化学と

して，アルペン抽出物中渥リグニン分解物を考えられる

ユニブニリルアルデヒド・バニリン・シリンギルアルデ

ヒドを見出し，心材色素の鯨万菌生長抑制作用について

引続き報告がああ。数年来大いに世に喧伝されたP.C.P.

についてはその定量法や注入実施の難点となった参透難

につき，それが如何なるわけか木材に吸着される状況な

どにつき報告がある。また他の防腐剤も再び検討が始り

各種防腐剤の防腐力比較も数報ある。殊にボルデンソー

ル卜について比樺勺多くの研究があり，有機砒素化合物

の防腐力も調べられた。防腐の問題は薬剤そのものの効

力と共にその鯵透性とか，謬透後の溶脱性が有用か否か

の大きなポイン1､を形づくる。従ってこの方向に於て数

多くの研究が報告されたことは頼母しいことである。

（東京大学農学部）

《
生
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◇一般木材界の市況
木材商業部門 昭和28年7月，九州，関西を襲った風水害後，木材

価格ば急騰を続け，他物価が横ばい，叉は下降状況を示
吉田好彰

しているのとは全く別途の歩みを示し，経済界の注視を

昭和30年は木材商業部門から象れぱまことに波潤多 浴びたのであった。しかし，この傾向も昭和29年2月か

い年であった。その中にあって，未曾有の北海道風害木 ら再び下落に転じ，下半期秋高需要に応えて一時強調は

の処理問題，ソ連材の輸入等劃期的な話題を業界に呈し 示したものの永続せず，昭和30年に入っても漸落して，

たことは注目すべきであり，それらの其の解決は明年に 6月には水害前に近い水準となって以後一高一下しつつ

繰越されている。随って，これらの経過をふり返ってみ 現在に至っている。

ることば今後の業界の進むべき在り方をも示すことにな この材価が最高時に比し約2割下落した原因について

るであろう。各問題別に概略をのべてゑたいと思う。 は，一般にはデフレの謬透による有効需要の減少と2年
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業界に与える影響は測り知れざるものがある。林野庁と

しては各方面に及ぼす影響を慎重に検討し，立木売拭の

抑制，直営生産の増大，内地輸販事業，道内貯材等あら

ゆる施策を識じつつある。その内，オ弱･界全般として深

い関心を示したのは内地輸送販売事業であり， 30年度

としては総額約加0万石に達する見透しである。これは

当初計画された年間型0万石の輸送量と比較すれば約7

割に相当するが，これは翰送上の制約及び内地需要地の

不振に基くやむを得ぬ計画変更であった。

しかし，官民協力して需要喚起に努めた結果，今後の

需要については幾分明るい見透しを持ち得るに至った。

一般製材分についてみると年間の消化見込量60万石内

50万石は下半期に消化されるもので， これによって糸

れぱ来年度林野庁の計画されている年間170万石の輸送

販売材（内パルプ用材50万石を含む）朧完全に需要に

向けられる見込である。

風害木の採算についてはいろいろ問題が多い。当初定

められた基準材（9．5寸下）Ⅳ50円という価絡は現在

まで麺されていないのであるが，この価絡臆林野庁が

2月の内地市場を調査した結果に基いて決定されたもの

である。当時は5月台風による被害木が相当量民間商社

の手によって入荷しており，原価は比較的高価について

いた。随って当時の需要状況からみても無理があった。

加えて輸送条件に制約されて現実の入荷は5月となり，

その間一般木材価格の下落が箸るしかつたため，その値

巾は更に深まって仕舞った。

これに対し，業界は極力価格の引下げを要望したもの

であるが，林野庁としてば北海道材価へのはね返りを考

慮して基準材は動かさず，尺上材･の等級別価絡の予盾を

調整して9月からの販売価格に適用することとなった。

この価絡問題と関連して当初需要は芳しいものでなく，

7月となっても入荷量の8割ば原木叉は製品の形で手持

され，炎金回収は殆んど行われていない状態であった。

林野庁の売払方針は発港イン筆イスによる滴船売，代

金延納期間は入港後3ケ月を原則としていたが，前述の

事情により業界の金融ほ逼迫し，変ンピイングを行わざ

るを得ない危機に直面した。全木連はこれを打開すべく

猛運動を展開，林野庁と一体となって国会に働き掛けた

結果，『北海道国有林材風害木を売払ふ特別措澄』の一

部を改正することに成功し，延納期間を6ケ月に延長し

て，しかもその適用を既往に測ることとし8月2日から

実施されたのである。

これと併行して，林野庁としてはエゾ松，トド松の利

用促進に乗り出し，7月には北減菖材利用推進協議会が

森林資源総合対策協議会を事務局として結成され，全国

的に関係方面に対し需要喚起運動を起したのであり，こ

引続いた本予算成立の遅延によるとされているが，果し

てそれの象の理由によるものであろうか。一般用材中大

きな比率を有する建築部門について象ても，水害という

特殊事悩があるとはいえ，木材界が好況を示していた昭

和28年と対比して建築統計によっても昭和.29年は着

工坪数は減少しておらず，有効需要以外の所調潜在需要

なるものは，建築に関する限りは経済情勢の如何に拘ら

ず，建築しうる民間需要は一応出尽した感があるのでば

ないか･今後の木材界としての期待は，その意味では国

家授溌による建築により多くかけられる訳である。

この点では本予算成立の遅延は確かに問題とすべきも

のであるが，これについても一つの疑問が持たれる。何

となれば，建築関係予算は総額において増加しているの

であるから，予算時期のズレは本年末までにカバーさ

れ，一時的な需要増加を来たし，市場に活況を与えるべ

きに拘らず，それらの傾向を殆んど認めることが出来な

かった。また，本年の市況では例年承られる建築需要期

における強調が表われなかったことも一つの特長であっ

て，これらの関係からみるならば，大需要地に鐙いては

建築需要が市価を左右する力を失いつつあるとも考えら

れる･これには宮公建設の発註儀式の変化,不燃住宅の

増加等の附帯的な条件も加味されているが，これらにつ

いて肱説明を省略したい。

更に市価を抑制する一要素として木材業界販売方式の

一転期，即ち市売市場の発展により，需要者の買漁りが

承られなくなったことも考慮する必要があり，これは木

材界にとっても課題となるべきものである。

また一般材中とくに不振だったのは梱包用材及び主と

して家具方面に採材された広葉樹製品であり，その原因

の一として木材利用合理化との関係があげられ，これら

については業界としても対策検討中であることを附記し

て置く必要がある。

更に本年後半業界に深刻な波紋を投げたものとして合

板輸出の不振による翰掻割当制の実施及び合板調整組合

設置の問題がある･合板の過剰生産と輸出価絡の混乱を

防止し,業界の崩壊を救うためにはやむを得ぬ措置とも

考えられるが，その運営実施には幾多の困難が予想され

るし，また将来の合板輸出政策とも関連して今後大いに

検討せねばならぬものである。これら全般の状態からゑ

て業界としては不振をかこった一年であったといえるが

来年度にもまた大きな期待は掛けていないのが現況であ

る。

◇風害木処理と内龍輸送販売

昭和29年北海道に生じた風害木の処理は最近林材界

の1､ビックである。総額7,950万石に及墨被害木の処理

は生産，輸送にあらゆる困難に直面し，また北海道木材

一
一

会
～
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れら一連の措置によりさきにのべたように，需要の増加

を認められるに至ったのである。

風害木の全般的処理は昭和32年度まで続けられる。

来年度入荷するものの品質低下が需要に及ぼす影響，寸

検品等区分の問題，需要にマッチした価格の調整等内地

業界にとっての関心事であるばかりでなく，現在北海道

業界は風害木とも関連して針広葉樹材とも極端な不況に

陥り，業界はその対策に腐心している等，風濟木処理紘

来年慶も木材行政上の大間題たるを失わない。

◇ソ連材の輸入

沿海洲材に対する業界の期待は極めて大きい。業界が

これに着眼してソ連との間に交渉を開始したのは昭和

28年以来のことである。その間，貿易交渉のため業界

より訪ソする等熱心な運動は奏効して，昭和29年永和

商事による見本輸入が行われた。本年に入って，見本輪

スによる資料に基いて本格的な契約に入り，船舶修理と

パーターするパック，ヅウ，バック決済により約2万立

方米(約7万石）を清水，伏木，新潟，横浜及び小樽の

各港漣9隻分入荷したのである。

ソ連材輸入について最大の難関はF･O･B価格の決

定にある。本年の価栴決定に当っては見本輸入の際と異

り，風害木輔販材との関係で複雑となっていた。全木連

を中心とする荷受者団体の買受価絡はそれを織り込んで

いたために，輸入商社としては必ずしも有利な条件とは

いわれなかった。しかも，本年の輸入は業界の希望する

採材方法が採用されず,受渡方法も日本側として準備不

足の点があったためにソ連材穣による内地検尺換算石数

は予期した量に達しなかった。これがために輪スに当っ

た進展実業の出血は約2千万円に上ったといわれるが，

これば業界としては将来の大量輸入に備えて題候とも是

正せねばならぬ問題である。

全木連としてはこれを重視し､ていたが，幸いにしてモ

スクワ商工会議所から日本との貿易促進のため経済界代

表の訪ソ招聡があったに際し，業界代表として稲脆幸

田，平野の三氏を送り，問題点の細部交渉に当らしめ

た。その結果，大部分の条件はソ連当局の認むるところ

となり，価格及び数溌を決定することが残されている。

しかも，業界の希望する寸法に採材せしめるためには，

ソ連の計画伐採に識り込む関係から12月ユ5日迄に回

答することを要求されているのであって，これがため全

木連は関係方面と連絡をはかると共に，全国業界の意向

坂纏めに努力しているのである。

この場合，風害木との相関関係を再び採り上げねばな

らぬのであるが，全木連としては需要喚起に更に努力を

傾注し，本年度15万立方米の輸入を行っても風害木内

地輸販材の需要を蚕食するものではないとの建前を以

て，林野庁及び通産省と交渉を続けている。また価絡に

ついては本年度契約の金額以上に引受けることは困難で

あり，特に尺上材の値下げを要望しているが，問題とな

っている輸入商社の出血ば，受渡方法の改善，適尺によ

る採材を行うことにより1立方米当り実石数を増加せし

め，叉輸入商社及び需要者一体となって運賃コストを引

下げることにより（これについてば穣込人夫の派遣によ

る能率向上も考えられる）カバーし得ると考えている。

即ち木材業界の考え方は風害木処理の終った後の本格

的輸入を目標とし，経済ペースに乗せるべきだというに

ある。随って今後の運動もこの線に沿って続けるべきだ

と考えている。

× × ×

以上業界として本年最も注目された問題を列記した積

りである。冒頭にものべたように，何れの問題も今後の

課題として残るものであって，業界はその解決に努力し

ており，而も相当の効果を上げ得る見込の下に進めてい

るものである。 （日本木材協会》
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北海道内に於ても最も大きな宝庫とされて居た層雲峡の原生林に対して，旭川営林局では開発の指針
とするため特に委嘱して松川恭佐氏を団長とし，国内各大学及び林業試験場その,他の専門権威者を以
て編成した総合調査団が昭和27，8年の2ケ年に亘って実施した大調査の報告書である。
あたかも現地調査完了の翌年昭和29年には25号台風により同原生林は甚大なる被害を受け今やそ
の面影を止めないが，北海道に於ける最も代表的な原生林の姿を学術的に分析した貴重な林学上最大
の記録盗料となってしまった。

，
，
，

今回その報告書が旭川営林局に於て印刷されるに当り特に許しを得て本会が購読希望者に対し之を頒 ；
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布することになったものである。 ＞
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印刷部数を限定したため申込順に頒布しますから至急日林協へ御申込象願います。 ＞
＞

＞
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お正月に寿の松を門をにたてて，新春を祝う我が国の

風習と相似て,西洋では,キリスト教徒はクリスマスツリ

ーを飾って神を讃美し，キリストの降誕を祝福します。

クリスマスに常緑樹を使うという風習は，彼等が神秘の

森の香とその清新さにじかに触れるためであるといわれ

ております。そのクリスマスツリーこそは，この地上か

ら得られるものの中で最もよく地上の平和一いはぱ人為

の善意を象徴当するところ一の雪勧であるといい伝えられ

ております。それ故に西洋では家庭に，教会に，街に，

しかし，刀00年頃までは，クリスマスツリーを美しく

飾るという風習は，ライン河翔坊だけであった嫌であり

ます。その後，クリスマスツリーにライト類がとり着け

られ初めた頃には，との風習が独乙における一般的償習

にまでなり始めました。そして，アメリカに於ては前記

の機に，クリスマスツリーがヘッセン兵達によって大西

洋を越えて齋らされた訳であります。 1804年にほ，イ

リノイス州のブォトデアポンにおける跨誕祭の記録の中

に，このクリスマスツリーが美しく飾られたことが残つ

ております。しかし一般的

風習となったのは19世紀

の中葉で，オハイオ州のセ

レペランドに始めて募られ

ております。

フィンランドに於ては，

この風習がひろまり始めた

のは1800年漬であります。

叉，デンマ戸クでは1810

公園にそして職場にと室の

内外をとわずクリスマスツ

リーを美しく飾ってお祝を

するならわしであり震す。

叉，愉快なことには，ク

リスマスツリーの広がりを

も･つた捷浪りは，サンタク

ルスのお爺さんがクリスマ

スプレゼントをこっそりと

ア
メ
リ
カ
の
門
松
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えんどう‘
あの枝のうちに隠しておい

(30
て行ってくれるのに非常に

都合のよい様になっているためであるといわれているそ

うです。

アメリカで始めてクリスマスツリーを飾ったという記

録は，アメリカ革命の時に，独乙からやってきたヘツセ

ン兵達であったということです。しかし実際には19世

紀の中頃まではアメリカにおいては一般にはほとんど承

られなかった風習でありました。

．「 ↑ ↑ ．

クリスマスツリーが，この20世紀の様に地球上のい

たるところに於て，美しく寧ろハデやかに飾られ祝はれ

るまでには,叉長い歴史的な趣塁をとってきております。

ある歴史家は，クリスマスツリーが溌初に美しく飾ら

れたのは，マルチン・ル戸テル（1483-1546）の頃であ

るということを云っております。国とを遍濯してきたル

ーテルは，美しく光り輝く星空のクリスマス・イブに，

キリストの生誕地に帰来したとき，冬空に燦めく星座の

美しい景観について極めて印象的に記しており，月光に

輝く常繍封の葉が,恰も雪粉をいただいている如く白く，

美しく輝いている神私的光景ほ彼の心の型蔑に深く刻蕊

こまれた。彼は，家に帰ったとき，彼の家輝菫にこの体

験を詳しく語り，その神秘的光景をそこに再現しようと

試拳ました。彼は，小さな常識封に，クリスマス・イブ

にベーレヘムから眺められた美しい光景を擬するため，

ローソクの灯を飾りつけたということです。これが1546

年前に最初に飾られたクリスマスツリーであったという

ことであります。

う・たかし
年頃,スエーデンでは1820

(30．10．28受理）.ー‐一グ

年頃，ノルウエイでは1830

年寅であります。 1840年頃には，更に，この風習はス

カンヂナビヤ諸国から広く，イギリス，フランスにまで

普及してきたのであります。ある記録によれば，1890年

に，パリーに於て売買されたクリスマスツリー臆3万5

千本であったということであります。

．'． ↑ ↑
クリスマスツリー，即ち常緑樹を使うというならはし

の進躯ば，ある率に於ては可成り早い時代からみられ

まず。エヂプト人は，1年中で最も日の短い冬至を祝う

意味で，「死を克服した生の喜び」のシンボルとして彼

等の家のうちに,緑の椰木を使ったということです｡叉
農神サタンを祭る饗宴を見た或るローマ人は，その鐙

の中で，常繍封の枝をささげていたといっております。

この穣な儀式は我が国の神事に於ても承られることであ

ります。叉,昔のスカンヂナビア人はモミの木をﾈ{拝し

ていたということが云はれております。古代英国のゴー

ル地方のケル1,人が行う魔術では，室内に論ける常緬劉

の小枝は「水生」を意珠するものとされ，ノーズメンで

は「日の神パルター･の復活」を象徴するものであるとさ

れており菫す。叉，ある迷信的な人灸は，常蒲錨の大枝

を戸口においておくことは怨篭，悪霊，禍雛等を弧うの．

によいと信じられております。

クリスマスにクリスマスツリーを飾るという習慣は，

単なる偶像礼拝から起ってきたものではなく，種々の宗

教上の儀式における現生の「緑」に対するﾂ箇而上の参織

的惹議をもたしめているためのものであります。樹やそ

の枝は，あるもののシンボルとしてよくその目的を表は

が

喬

一
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遠藤：アメ リ 力の門松

すためにこの外にも使はれております。そしてそれらの

樹や枝に飾りをつけるという風習は，かつて私達の祖先

が森休に生活していた頃の行事に芽生えたものであると

いはれております。即ち，森をさまよい歩るく動物達を

撰等の住居に近づけないために，樹木腫鍵吻類をかけて

おいたことに始っている様であると云ばれております。

叉，樹は多くの人糞によって礼拝されていたので，神灸

への撰吻いけにえとして食勤癩を樹の枝に屡盈かけたこ

とに始まったとも云はれております。キリスト教徒は，

まづ，人に物を与えるということがならはしであった故

に，その贈物を「キリスト教徒の樹｣， 即ちクリスマス

ツリーに供えたということに遼蛎している様でありま

す。その供え物として今日の如きデコレーションがクリ

スマスツリーに美しく飾りつけられている訳でありまぜ

う。

アメリカに於ては，美しく飾られたクリスマスツリー

こそは，クリスマスの頃にはなくてばならない1つの風

習となってきてし寮っております。アメリカの承ならず

日本に於てさえも，地球上いたるところにその光景が見

られる橇になってきております。美しく飾られたクリス

マスツリーのないクリスマスは全く意味のない様にさえ

思はれるほどになってしまっております。アメリカの家

庭の2/3以上がクリスマス・イブにはクリスマスツリー

を飾るまでに広まってきております。クリスマスツリー

は，キリスト潔荊Iの現生を参識し，私達の生活の中に，

快い大自然の神秘の森の香をそそぎ込んでくれるもので

あるとされております。

森の樹は，この外に，レース（葉で編んだ輪)， クリ

スマス．イブに焚く森等にまでいろいろ使はれておりま

す。

↑ 了 ↑
クリスマスツリFとして最も普通に使はれてきたもの

はモミの木(FIR)であった様です。ことに多くの常緑

樹の中でもパルサムファー(Balsamfir)の枝が最もよ

く十字架に似ているというところから特にそうなった様

です。叉, FIRという言讓は，總吻分撰学的に命名さ
－

れるまでば謹果をつけるものを総弥していう意朱で一般

に使はれていた為でもありませう。今日でさえも大部

分の人は，多率の常繍笥をいちいち識別することがな

かなか容易でないのでそれらの樹食を皆，「モミ」の木

(FIR)という様に呼んでいます。

いづれにしても，モミの木がクリスマスツリーとして

最も多く，且最も喜ばれて昔から使はれていたことは事

実です。しかし，その嫌にモミの木が一般によく使はれ

ているということば，叉，確かに資源的にも天然に一層

豊富に分布しているということに基因しているためでも

あります。

溝丘のアメリカにおけるクリスマスツリーの生産量

、（本数)を樹種別に，参考までにあげて承ますと，次の穣
に推定されています。これを見ますと，最初， 11種が

総生産量の約97％を占めていますが，この様に実際に

は概ね，大部分の常緑樹がクリスマスツリ,-として使用

することができ，叉，現在使用もされております。ただ

ある種の樹は，他の樹類よりもより市場価が高とという

点から限られているわけであります。

米国における樹種別クリスマスツリ

緊議旗“樹 種

Balsamfir(Abiesbalsamea) 6,435,000 30
Douglasfir(Pseudotsugataxifolia)5,830,500 27
BlaCkSpmce(Piceamariana) 2,363,000 11
Eastemredcedar(JuniperusVirginiana)

2，128，545 10

Whitespruce(Piceaglauca) 990,200 5
Scotchpine(Pinussylvestris) 800,925 4
Southernpines 652,500 3

Redspruce(Picearubens) 594,160 3
Virginiapine(PmusVirginiana) 370,000 2
Whitefir(Abiesconcolor) 335,00 1
Norwayspruce(Piceaexcelsa) 303,400 1
Redfir l65,O00

Redpine l56,O00

Alpinefir l48,450

Whitepines 45，640

Grandfir 34,980

Arizonacypress .19,980

Jackpine l5,O00

Bluespruce 9,500

Pmyonpine 3，150

Easternhemlock l,600

Junipers 810

Engelmannspruce 300

その他松属(Pinusspp.）類 8,600

その他 32,00o

アメリカにおけるクリスマスツリーの生産量の大部分

はカナダの蹴の諸洲からであり，特にモンタナ州は数

カ年間に亘って,毎年300万本の生産愛を維持している。

モンタナ州から生産されるダグラス・ブアーのクリスマ

スツリーは1951年には広く，アメリカの20余州に移

出されています。叉，アメリカの地方別生醒量は次の如

く推定されています。

地方別 生産本数

東北及び中部太西洋沿岸諸州（11州） 6,428,000
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一 ー－＝一一一

1946 777,400 1949 941,298

19“ 1,001,392 1950 1,130,883
1948 538,415 1951 935,142

アメリ力に於て使はれるクリスマスツリーの3分の1

近くが年を蝿妾国，主にカナ〆から輸入されておりま

す。溝丘では約900万本以上も輸入されています。それ

故に，アメリカにおけるクリスマスツリ戸業者のあるも

のはカナダにその森林を所有し，叉は借地しています。

米国商務省の統計によれば，クリ系マスツリーの輸入識

は，次の如くなっております。「その他」極出先国とほ，

ドミニカ共和国，ニニーブァンドランド及びラプラドア

です。

年聯患亭輸(§)額仕出鬮別諭ｽ量(本数）カナダ その他

1937 5,299,229 558,9324,939,524359,705
404，“3,305 504,6584,332,586 120,719
415，842，082 680,2495,842,082

42 3,991,481 520,4433,991,481

435，4ﾕ9,962 896,3175,419,962

445,725,693 996,7805,724,887 806
45 5,889,617 1,244,384 5,889,6:l7

46 7,143,525 1,839,2327,143,525
47 6,808,158 1,901,167 6,781,118 27,040

487,932,3782,444,1737,852,378 80,000

497,561,5912,091,993 7,551,563 10,028
509,081,6103,090,278 9,081,610 一

519,748,218 3,679,549 9,748,218

生睦誕と輸入量とからおして，アメリカに於て使はれ

るクリスマスツリーの総消菱量は約3,000万本と推定さ

れており，1950年のセンザースによると，約3,900万戸で

ありますから，各戸1本づっクリスマスツリーを飾ると

すれば， 10世帯のうち8世帯震ではクリスマスにはク

リスマスツリーを飾るごいうことになりませう。

↑ 1． ．↑

秋から冬にかげての琴獅は，クリスマスツリーを生産

するのに最も忙しい時です。夏と初秋には，それらの伐

採すべき個所を選び，その収鍵物に関する契約，霧譲の

推定をするための市場調査,労働力の確保，輸送計画等

の手はづを決めるのに讃されます。そして，伐出すべき

立木を選定し，伐採して搬出し，仕別けをし，絡付して

識Lをつけたりしなければなりません。鍔はそれらを

織篭に木口を揃えて詫凍して集荷し，銭遁，トラック，

トレーラー等を利用して市場に輸送します。

罐的クリスマスツリーの伐出作業は10月或はそれ

よりも早く開始されます。伐採には普通，手斧,斧,化

粧鋸等を使い，出来るだけ水気を保ち，乾燥を防ぐため

夢I悶唾繊渚州（3州） 5,200,000
中部諸州（5州) 207,000
南部諸州（14州） 3,163,000 ,
西部海F厩講州（4州I) . 5,000
南部ロッキー山請州（6州) 150,000
函6部及び太平洋辮昔州（5州） 6,296,400

計 21,450,400

2,150万本に及ぶ生産歴のうち，這郵有林及び州有林

等の公有林から生産されるものは僅か13％程度であり，

その他の大部分が私存休から生産されております。しか

も，総生蕊萱の87％を占める私有林の生産錘について，

更に詳しくふると，その内の25％確農用林で，残りの

75％ば一般経濃淋と険場林等の非農用林とから生産さ

れています。叉，東北部地方におけるクリスマスツリー

の生産量の95％は，農家の所有する獅汝林地や伐霊

撫溌していた天然林から《顕そされています。応倉，クリ

スマスツリーとして最も適した円鑑伏の型をしたスプル

ース等は，広藷勧と混交して生育し，家畜類にその広葉

樹が喰L､荒らされている様な材地に最もよくみられま

す。それ故に，クリIスマスツリー業者は，若く，クリス

マズツリ←としてよく生育している様なそれらの天然生

林を探し求めて，買ったり或は借りたりしています。そ

してそのうちクリスマスツリーとして喜ばれる穣な樹は

伐採して市場に出し，その他の…患についてば他の不

良競争未を除去してその生畏伏態を改良して優良な森林

を仕立てる様にしております。この様な手入及び改良の

ために1エーカー当約20＄を見込んでいる様でありま・

す。

とにかく，クリスマスツリーの生Z窒萱の約93％とい

うものが天然生林及び癖孜林から･伐採されており，人工

林から伐採されるものは俄少で，150万本位にしか過ぎ

ません。最近の調査によれば，アメリカにおいてクリス

マスツリーを生産するために人工膳陵のされている面積

は約10万エーカーと推燈されています。その面積の70

％は農家の所肯している林地に繕浅されています。ペン

シルバニアだケでもクリスマスツリ戸の生産を目的とし

た人工林が約4万エーカーもあり，なかなかよく成功し

ております。その目的のために約10州に於て，刊行物

を出したほどです。

筒，山林局の所管する国有林から生産されているクリ

スマスツリーの数量は，最近10数年間の縦計をあげる

と次の如くなって童す。

年度 生誕萱本数 年度 生産本数

1937 275,364 1943 314,145

1940 442,570 19“ 778，423

1942 627,773 1945 646,580
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遠藤： ア メ リ 力の門松

に早く林内から曳出して繕束します。伐出から玉曳まで

大体1日1人当200本位です。輸送に’便利なため，大体

4爽或は12沢の長さの樹を10乃至12本位を1束と

して維凍しています。

ミネソタ州のある作業場では殆ど1年を通じてこの作

業をやっていますが，それは伐出した樹の木口にペンキ

を塗り梱包して，冷蔵庫の中に保管しているために出来

るわけであります。

土場に靖擶された樹は，鯛首やドラックで市場に輸送

されます｡鯉吻の量はその長さや樹種にもよりますが，

普通1,000本乃至5,000本位鎖まれます。ミネソタでは

普通平均4,750本といばれており，叉，3屯1､ラックで

500乃至1,200本位です。

クリスマスツリーとして使はれる常繊徴の長さは，小

は1沢のテープルサイズのものから，大は街頭，公園用

といったところに使はれる嶋釧誌の鋤もあります。し

かし家庭用として雷鼠に使はれるものは4乃至7沢のも

のであります。スペシアル・オーダーのクリスマスツリ

ーのことについてば霊に叉書くことにしきせう。

↑ ↑ ↑
アメリカにおけるクリスマスツリーの生産と販売の大

淵扮臓，約12の会社に於て取扱はれています。この商

売は時期的になかなか投嬢的利益があるので，あまり資

本籠力のない様な個倉の小業昔も，大資本業昔の取引地

以外の地区にもく′り込んでは許可なしでそれを搬出して

います。それ故に，ある州などに於ては，条令によって

糎量にこれらのもぐりを取締まっている程であります。

クリスマスツリーの配織沮織は，半生鮮品と同じ穰な

樹篝で,市場に於ては仲買業者や飼境業者によって供給

されています。そして，デパート，鵠雑貨店，オート

モビル・ツ･一ビス・ステーション，春果市場等に於て一

般消費者に売られております。それらのクリスマスツリ

ーは，ペンキを美しく塗ったり，美しい塞郵品を飾りつ

けられたりして，或はクリスマス・プレゼント用に包装

されたりしてあります。

クリスマスツリーの価格は，需給関係，樹種及びクリ

スマスツリーとして必要な条件を備えている樹吏によっ

て決定されます。

アメリカにおける種食の機関の報告を綜合すると，最

近に於て生産されたクリスマスツリーは卸値で約2,000

万弗, f1擁値にして5,000万弗といばれております。叉

更に駅頭における引渡価絡では約600方弗と推定されて

おります。

鐸茨に於ては，クリスマスツリーの生産職，単に，自

分の山の樹を売るだけでなく，その労働力の供給を増加

しうるという点で農家収入に大きな影響を与えておりま

す。モンタナ州に於ては，クリスマスツリーの生産によ

り，農家の収入が毎年100万弗近く増加しているという

ことです。農家は，造林から収礎までが短期間で，その

投下資本も少くてすみ，しかもその収獲期は農耕作業に

対し少しもさまたげにならず彼等の労働力をよりよく還

元してくれるこの林産物の生産を非常に喜んでいます。

それ故，農家における農閑期の最適扇操として撤迎され

ているわけです｡

↑ ↑ ↑
アメリカのある州に於ては，クリスマスツリーの価格

を適正に決めるために其の等級分類摸格を作成するのに

種々の努力が払はれてきています。即ち，格付を適切に

なし得れば，完全にシンメトリックな樹型のものでなく

ても夫煮その使い場所に応じて有効に利用されることに

なるからです。例えば，壁際とか部室の隅に飾り付ける

様なクリスマスツリーであればシンメトリーなものであ

る必要がないからです。その様な用途のものであれば，

結局,比較的その値段も廉くてよいことになる訳です。
あるクリスマスツリーの生産者は，その樹種樹高及

び産地を示めす札をつけています，産地を明示すること

は，もぐりや盗伐を防ぐ目的に非常に役立つものです。

静て，ミネソタ州ではその為に，その産地の如何に拘ら

ず，ミネソタ州で販売されるクリスマスツリ戸-のすべて

の樹に検査済の札をつけねばならなかったということで

す。叉，クリスマスツリーの盗伐を防ぐため，ウタ州に

於ては，販売用としてこの州に於て伐採されるすべての

クリスマスツリーに対し，伐採地から搬出する前に必ず

その土地の監督機関によって検査をうけ，検査済の検査

証をつけねばならなくなっています。規定された検査料

は1本につき1仙です。

最近，州単位にクリスマスツリー関係の団体が組織さ

れつつあります。それらの団体によって，立木或は林内

集荷場に集材されたクリスマスツリーの緒付をするため

の基準を設けることが推し進められており，適切な格付

をすることにより，品等の低い樹の搬出をさける様な傾

向になってきています。

↑ ↑ ↑
・年来，我が国に於ても「門松簿ド論」が話題になって

い為様に，アメリカに於ても全く同様にクリスマスツリ

ーとして毎年莫大な量の常緑樹を伐ることについて問題

を呼んでいる様です。

それについてこんな話があります。づっと前の米大統

領のセオドル・ルーズベルトは，樹木愛護者の1人とし

て強く反対し，ホワイトハウスにクリスマスツリー･を飾

ることを禁じておりました。ところが，ある年，彼の息

子が自分達の部室にこっそりとクリスマスツリーを持ち

‐
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込んで飾付けてし童いました。これを見た鑑領の親友

の1人であるギブォード・ピンコットは，早速，クリス

マスツリーについて，その伐採は管理と生鍾とを壷分に

且適切に行いさえすれば，森林は寧ろより良い鐵惹を我

我に与えてくれるものであることを説いて遂に穂領を

納得せしめたということです。それ以来，ホワイトハウ

スにはクリスマスツリーが美しく飾られることになった

そうです。叉，ある市場に於て，クリスマスツリーが沢

山余った年がありました。その時に，猫も杓子も飾って

いるクリスマスツリーの風習は1つの浪擬ではないかと

問題を起したそうですが．それば需給のアンバランスの

ためで，市場調査の不備による他の多くの半生鮮品市場

におけると同擬な危機に当面したからでした。一応，ク

リスマスツリー是非の疑点は拭はれた様でした。最近で

は，小業昔によるものは別として，大きな業者は充分市

場調査をし，ある市場が供給過剰の傾向と象ると速やか

に不足していると報告された他の市場に廻鰻しうる稜な

組織を確立している穰です。．

ところで，貧弱な林地の滞潟調は，優良な林地のそれ

に比べて生長はスローでありますが，クリスマスツリー

としては寧ろ一般に生長の遅い穣な林地の樹の方が適し

てい髪す。何ぜなれば，クリスマスツリーとして良質の

ものはシンメトリーで，葉がよく繁っているものがよい

からです。叉，特に戊長の悪いもの以外朧15年から25

年位までは充分によく生長をする＄のです。それですか

ら，若しもそれらの樹がクリスマスツリーとして伐られ

ないままになっておれば，多分殆どそれらの樹は利用さ

れないことになってしまうことが多いのです。それです

から，クリスマスツリーとして伐採されることは，多く

の林地に於ては却って有利となることが多いと云はれて

います。ミネソタ州の所言している森林では，この種の

林地に於て年をユ00万本以上の立木がクリスマスツリー

として生産されているそうです。そうしてクリスマスツ

リーは，他の多くの林産物と共に，我を人類に対し，多

くの満足と喜びとを与えていてくれます。

実際には適切な管理の下に収獲されているクリスマス

ツリーは，伐操後残存された林木に対して非常に有効な

結果を与えています。可成蓄積の豊富な林地に於ては，

エーカー当100本近くの立木を生立させていますが，こ

れらの職沐は天然漣下種された5,000乃至10,000本の

稚樹の間に於て聖青してきた立木であります。最終的収

獲をうるためには，幼令林の時に側光をあたえること‘が

望ましく，節の少い良質の材をうるため下技をなくする

橇に鐸することが大切であります。多くの幼令林は非

常に密生しているので抜き伐り．をすることは林木の充分

な生長をさせる為に必要なことです。抜き伐りは，それ

らの林木が急速なる生長をするために水分，光線,鉱鋤

質養分を互に奪い合っていることから，嶽冬的収穫林木

に対し解放してやることになる訳です。それ故に，林木

が宝青する途中に於て，その数を間引きしてゆくことば

適切な保謹作業となります。 クリスマスツリ戸の取引

は，それらの抜伐りした間伐木を利用するために有効に

活用されているものです。天然生の若いクリスマスツリ

ー用の合理的な健良林地でば，少くとも，年1エーカー

当50本位を適切なる管理の下に於て生産することが出

来童す。そして，適当な空間を与え，瀞冬的に，製材，

ベニヤ,枕丸太,パルプ用材等を生産するために，それら

の残存すべき立木に対しては，その葉に無害ペイントを

ふきつけて明瞭にしておきます。それらの樹は，例えク

リスマスツリーとして望ましい様な穫璽をしていてもそ

の立木は伐らない様に伐採者に明示しておくわけです。

国有林から生産されるクリスマスツリ戸には，次の様

なことを書き印した札が1本1本につけられます。

『この樹は，大自然の森林から，皆糠へのクリスマス

のためのメッセージとして送られてきたものです。我殉

の森林の樹が，この様に伐られましたことは，決して我

我の森林を泌衷したことではありません。隣りあって密

生している他の樹の生長を一層よく且速やかにするため

に必要な空間を他の残された森林の樹に与えるために伐

られたものです。この為に，我が米国の山林局は，雌重

な監督の下に，この樹を･･･…国有林から伐って，皆様

のもとへお送りしたのです｡」

叉，醤鼠のクリスマスツリー-の大きさのものよりも遥

かに大きな樹でさえも，クリスマスツリーとしてその活

用は完全になしうることが出来ます。例えば，ミシガン

州のクリスマスツリー生産者の市場における樹は，何ん

と薩軽が1沢或はそれ以上のものがあります。即ち，そ

の樹の梢端の部分はクリスマスツリーとしてなかなか良

い樹型をして居り，叉時には毬果の立派な房をつけて居

りますので市場に於て獄却ってプレミアムをつけられて

いる程です。そして，その樹の幹は,建築用丸太或ば製

材用材として利用され，より小さな中間部は，杭丸太，

遷築用垂木等に販売されています。叉，枝の緑葉ばレー

ス材料として束ねられて使ほれています。それ故に，完

全な樹は，時に完全庭利用されているわけです。一般に

は，下部の主なる樹幹はパルプ用材･として販売されてい

る稜です。

叉，最近は伐採された樹でなく，鉢植のクリスマスツ

リーが盛んに流行してきている猿です。これはなかなか

合理的で，謹菌は函ごとして或は室内を明るくするため

鉢に植えて観賞しており，クリスマスシーズンに入ると

美しく飾りつけてクリスマスツリーに使うという一石二

▲
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烏いや数烏の利用法であります。誠に喜ばしい綴向とい

え菫せう。我が国の門松も1つどうでせうか。

↑ ・'． 1．

クリスマスツリーが大自然の恵桑であり，私達に大き

な利益をもたらすものであるということを兎角に忘れが

ちであります。クリスマスツリーこそは，私達の大地か

ら得られるもののうちアメリカの各家庭にひとしくその

恵象を供給す為ために，毎年生産が充分にあげられてい

ます。確かに，クリスマスにほ，子供の承ならず大人達

にどっても大きな楽しみを沢山に与えてくれてい萱す。

そのクリスマスツリーの生産ということは，森林に或

はその蝿饗した地区に居住しているものにとって多くの

収入の源となっております。何ぜなれば，クリスマスツ

リーの生産は，クリスマスシーズンに於ては他の低率よ

りも最も適当とした仕頚であるからです。しかも，その

’廿事ば,農も金のいる嫌な年末に於て得られるからです。

クリスマスツリーの生産には，伐木夫，運材夫，積込夫

等を多くの人之が雇用される外に，クリスマスツリーの

装郵のためにも多くの人だがその為に臨時的に傭はれる

からであります。

1 .i・ ↑
この祭のために，ある団体は非常に大きなクリスマス

ツリーを持ってきて飾りつけてい童す。しかもそれは各

都市における慣習にさえなってきています。美しい色彩

の.ライトで，枝もたわわに飾りつけられたクリスマスツ

リーは，平和と善意の象徴として，市民にその感謝の祈

りをささげさせるために，その団…力の中心とさえな

っています。

何んでも世界一を誇るアメリカの気風をあらわして，

各地に巨大なク､リスマスツリーがそのために樹てられて

います。これはアメリカ人気質の1つとして面白い光景

です。その御自慢のアメリカの，馬鹿でかいクリスマス

ツリ戸の記録を承てみませう。

1912年には，ニューヨーク市のマヂソン広場に, 60
沢（18米）のバルサムファーがたてられました。そして

クリスマスイブにふさわしい儀式として，その蓑はりに

2万人以上の人食が集り，「光りの樹」として讃えたと

いうことです。叉，1913年には，フィラデルフィアの

独立誌念広場に75沢（約23米）のノルウエイスプル

ースが飾られました。人盈はそれを『子供達のクリスマ

スツリー-」と呼びました。

1948年には，戸サンゼルスのパーシング広場に96沢

（約29米）のホワイトフアーがたてられました。その

樹は遥るばるカリフォルニアの森林から擬ばれてきたそ

うです。同じ年に，叉，ワシントン州のベーリングハム

でば，青年商業会議所の主催で，その街の目抜き通りに

134沢（約40米）のダグラスブアーがたてられたとい

うことです。次の年には，更に彼等は153沢（約46米）

のダグラスブアーを飾りつけました。1950年にば，ニュ

ーヨーク市の口ツクブエラアーセンターに85沢（約26

米）のノルウエースプルースがたてられ，これらの巨大

なクリスマスツリーはいづれもクリスマスのために1､ラ

ックやトレーラーで搬ばれたものです。

最も大きなクリスマスツリーとして読瞬されているも

のの1つは， 1950年にワシントン州のシヤトルの燗I

の商店街にたてられた北部商議且合主催のものです。そ

のクリスマスツリーは70哩も離れたナッケスの森林か

ら運ばれた礎グラスプアーで，その樹高は何んと221沢

(約66米)，その雲は25屯のものでした。その樹が

クリスマスツリーとしてたてられた時嫁，212次の高さ

で， 3,500のカラーライトと2,000のクリスマスカラ

ー飾りが美しく飾りつけられ，空中に高く鐸えたった光

景はただ唯驚くほどだったということです。その大きな

ことは，東京都内に舞えている100米余のテレビのアン

テナと比較して承ても想像がつくことと思い童す。とに

角，これらの巨大なクリスマスツリーを変えるためには

勿論，多くのケーブルや杭丸太が沢山に使はれ，梢端の

飾りつけられた崇薑にはヘリコプターが使用されたとい

うことです。

叉，モンタナ州のトロイでは，その町に坐青していた

残存木である100沢のポンテローザー松がクリスマスツ

リーとして利用されたということで， 1933年に最初に

美しく飾りつけられたそうです。

筒，次に蕃各なクリスマスツリーのことについて附記

することにしませう。

多分，最もよく知られているクリスマスツリーとして

は，ワシントンDCにおける露用の，年を，アメリカ

の大統領によって飾りつけられるものです。これはクリ

スマスイブのプログラムの1つとして，（戸モントから

持ってこられたモミの木に1923年に飾りつけられたこ

とに始まっております。1924年には，35沢（約10米）

のノルウエースプルースの立木がアメリカの林業協会の

管理の下に，ニューヨークの苗圃に持ってこられ，ホワ

イトハウスの近くのトレージァリーの南のシャーマン広

場に植えられました。この樹は「国民のための生きたク

リスマスツリー」として人盈にもてはやされました。そ

の後醗んに生きた猿沐がもってこられる様になったわけ

です。 1934年には，ホワイ1､ハウスの近くのラブアイ

ェト公園に生きたノルウエースプルースがもたらされ，

それを囲んで』諺なクリスマスの儀式が行はれたという

ことです。 1941年以降，国民のクリスマスツリーは，

ホワイトハウスの近くに朧んに奎育しつつある35沢の

一
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遠藤： ア メ リ カの門松

にゑち承ちた平和な世界をつくるために，私達の心の中

にこの美しい風習をｿ麓でなく育ててゆきたいもので

す。

あとがき

門松について，我が国の森林資源の立場から，とや

かく云はれる近年，同じ様な風習の西洋のクリスマス

ツリーについていささか興味をそそられていたので，

少しくあたって承たところ，次の様なパンフレットが

見あたりましたので，何かの話しの種にもと思い，こ

こにその抄録を御紹介いたします。

ChristmasTreeS,thetradition&the trade.

(AgriculturenlformationBulletinNo. 94.,U.

S.Dept.ofAgricuture)

2つの東洋産スプルースになっています。

生きているクリスマスツリ戸としては，必ずしも針葉

樹とは限られておらず，なかなかの珍り種があります。

それは90賑（約27米）の高さの300年生のカシの樹

です。 そのカシの樹は， 110沢も大枝をひろげたもの

で，その職辮の周囲は15沢もあるものです。これは我

我の想像しているクリスマスツリーとば誠に風変りのも

のでせう。その樹は，ワシントンDCのヒルトン公園に

生育しているもので，クリスマスの夜は7,000のカラー

ライトと6．屯ものスパニシュ苔で美しく飾られるという

ことです。

善意のシンボルであるクリスマスツリーを飾る函羊の

人為も，正月に門松を飾って祝う東洋の人盈も共に蕾意

《
一

2．説明には未薙美の研究結果を多数とりいれて，

その内容が非常に新しい。このことは退渉の著しい樹

病の問題にとって龍ことに好都合であり，箸者の研究

に対する不断の糯筐の糠子が重ざまざとうかがわれ

る。

3． 薯者が関心をひいた問題に対しては，感想や意

見も加えて，色為な角度から＃嬬寸している。このこと

は時に冗長のソシリをうけるかも知れないと著者はこ

とわっているが，漸く戦道に乗ってきた樹病学では，

それらの問題の今後の遣琵の方向や，著者の考え方が

うかがわれて，穆縮に対する関心が深い人には却って

興味多ぃことと思われる。

故北島君三博士の織備学及木材腐朽論（1933）が出

版されてなら22年，近年までこれが唯一の職鯖参考

書であった。然し終戦後と承に進歩を見た樹病学界の

現状は，北島博士の著書をして全く古典化せしあるに

至ったが，これは同時に新し‘い樹誇書の刊行を必要

とする時期に至っていることでもある。それは一般林

業界の為ばかりでなく,若い樹病学澗読者のためにも，

大学その他で濃病学を識蕊する人のためにも必要であ

ったが，この夢窪に期せずして答えられた本書は，正

に時を得，入を得た快著ということができる。

終りに内容とは無関係なことであるが，「本文の約

3分のエに良質のアート紙が使ってあるが，写真の原

板が鴬朝な以上，不必要だと思う。少しでも価格を下

げて，出来るだけ多くの人に読菫れる様にしてほし

い」と云った若い人があったが，一部の声として出版

社へとりついでおく。

（林業試験場・今関六也）

新 紹

刊 介 丑

’伊．藤一雄箸
巳

図説樹病講義

277p. 6pl \750. 東京・地球出版社刊

ここ数年来，槻之の病害に対する関心が非常に商ま

ってきている。特に林業の第一線実務を担当する人達

の中に熱心な人が多いが，これらの人の大きな悩承の

一つは，適当な参考書がないということであろう。こ

の時に当って，樹病研究の指導的立場にある著者が，

「第一線の林業実務者を主な対蜘とし，「樹病がむ

ずかしくてわからない，という苦情をいくぶんでもや

わらげたい」ということを眼目として，この本を公げ

にされたことは,まことに時宜を得たものといえよう。

この本の特色としては次の三点があげられる。

1．内容がわかりやすく，よ承やすいこと，著者は

序文で「樹病の著書をよんで見て，むずかしくてわか

らないというのは，樹病のことがむずかしいのではな

くて，専門用語に耳なれないものが多いのが最も大き

な原因と思う」と述べているが，この主旨にそって，

専門用語を使うことを極力避け，また多くの例をあげ

ながら，平易にわかり易く説明することに充分の注意

が払われているばかりでなく，鮮明な写真や図版が豊

富にさしスれられ,読者の理解を一そう助けている｡

全
一
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れ，それが次第に錨垂して葉になるものであるとされて

いる。苗とは葉と茎の総称したもので成木したものから

若い枝一一勿論それに憾針葉も入っている一を分離し

たものを苗と云うわけだが禅函使いならされている苗の

概念は組織の若い部分には変りはないけれども，地下の

識戦までそなえたものでなければ慣用されてい熊い。相

馬丑五郎氏はスギの挿穂をつくる時に50年生のものの

クローネから採販した部分，即ち針葉がついている若い

枝を苗と云っており苗そのものを厳密に解釈しておる。
スギの落葉は葉と枝の一部分がそれにあたるから枝と云

っても葉の同化力となんら変らない能力をもったいわゆ

る不完全木質の部分になるわけであろう。

最近私はスギ林をもとめて歩き廻って承たが昨年とく

らべて紅溺支の少ないのに驚いている。 ユ0月の上旬と

もなればまずアスナロの紅藻が目立ち，それから1旬過

ぎてスギの紅葉がはじ叢る･紅葉は落葉の準備とも云え

るものであるけれども一体スギの葉の生命はどの位ある

ものか？千率氏によると大部分はその寿命が約3年で

3年たつと毒研されるということになる。コウヤマキの

葉の寿命は2～8年,Piceaexcelsaは低地で4～6年，

高山で．10～13年とされている。昨年の夏，山形県蔵王

山のスギについて当研究室の学生が種鐸したものによる

と標高900m附近では6～7年，また1,200mになると

8～9年であったと云う。針葉の寿命のみならず漉吻個

体の生命は何によって定まるかと云うと，これには病虫

害などの影響は別としても，環境の良否，獅蔦栄養の

消長などたくさんの要因があげられる。環境は良好な程

発育をよくし代謝反応は丑睡に進行経過するので早く凋

落することになる。

クレンケエ(N.P.Krenke)はソウエトの有能な捕

物学者であったがユ939年に鞭才でなくなった。彼は

植物体のなかに発見される弁証法的構造を明かにするよ

うに研究の計画をたててその成果を実用に供すべく努力

したがそのなかに同じ「時間的年齢」にある植物も「生

理的年齢」ほかならずしも同一であるとは云えないとい

う意見である。クレンケエは以上の理論を葉の形や大き

さ，葉と葉との間隔などと形態の変化を綿密に測定した

が，激もスギの針葉につL､て時間的年齢と生理的な年齢

の関係を主として細胞のなかに行われている炭水化紘の

動きから研究を行ってみた。（詳しいことば日本林学会

東北支部第7回大会で発表一一講演集は未刊であるが明

年に発行の予定一）その結果を簡単にまとめて承ると

つぎのようなことになる。即ち針葉中に残存する炭水化

物と含窒素成分の量的な変化から同化生産の能力を象ち

びいて発育の段階を分析して染た。そこで還元繕の集秋
量の変化から生育期を3鋪に分け，生育を開始してから

8月までの間を前期，8月一杯を中期，8月から生育の

停止するまでの間を後期とした。つまりここで云う諏靭

一一ー｡ 窪：二F ■ いー■= ー子。＝一b 画■●-～圭迫
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ガダガタと震える風の音で目を覚ました。秋が深まる

につれて吹きつける日も諺蕊になってゆく。昨夜は一晩

中やまなかったらしく近くの公園から飛んできたスギの

祷紫がまだ適略にたくさん散らばっている。鶴岡の街は

山からはなれているため，附近の人達にとってば落葉が

大事な燃料になっているわけで，隣りのおばさんも拾い

に行って来たらしくこんな事をもらしていた。「スギの

橦驚には，さわって象てチクチクするものと，しないも

のとあるんだが痛くないものだけを集めてきた．･･･と｡」

そのおばさんはくつに掴吻学的な知識はないにしてもど

うやらオモテスギとウラスギを分けて権紫を処理してい

るらしい。私はここ数年間，スギの葉を相手に杜雲をす

すめているが，スギの苗木を扱っていると葉と枝の境界

がどうなっているのかと，うたがいをもつ時がある。し

かしこれは特別分けて考えなければならないものでもな

いが，一応はっきり区別されないと安心出来ない気持に

追い込まれる場合にもなったりする。

一般に広鶏徴の葉と枝の区別は落葉の現象から分かる

ように鶏丙の基部に鮒冒が出来るので葉の部分が明瞭に

分かる。けれども，スギの場合は針葉をつけている枝，

そのものの墓郵に離層が出来るため針葉ばかり落ちると

いうことはなく，つまり謹塘現象から葉の部分を決める

というふうにほゆかない。枝と葉の区別が外観的に誰で

も分かるもの朧当然，枝と葉の生理的な機能がちがうわ

けであって，いわゆるスギの枝と云っているものには完

全木質のものと，不詫全木質とに分けられるのではある

まいか?完全に木質化した部分の枝は別として，不莞全

木質の枝は斜葉と同じように糞認体で鞠戊され，しかも

一緒になって同化生活を営んでいる。

植物形態学では葉及び茎を総称して苗と云っており紫

と茎との理論約関係はしばしば諭義されたものだ力撮近

は原始羊飼置物のブシロフイトン類の研究から系統的に

解析されておる。即ち葉のない裸茎に突起としてあらわ

へ

｡

勺

錘

筆者・山形大学農学部造林学研究室
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須藤 ： す ぎ の 葉

染色体の形態に侠存し過ぎていたことをつよく反省させ

られておる。

スギの葉の一片を手にとってみれば澗鴎の変ったもの

がたくさんでてくる。多くの研究者によって針葉の角度

とか，針葵先端の溌曲度合，針葉の鐸豆などの形態的な

特性を生かして，きわめて喪領よくまとめ，かつ分類さ

れているが麹寛的な変異からは繩iに免れないものであ

ろう。たとえば葉の形や大きさ，葉と葉との間隔は生理

的年齢がすすむにしたがってちがってくる。私は，オモ

テスギとウラスギをくらべた場合，オモテスギの針葉は

生理的年齢が古いのではないかとかんがえておる。生理

的年齢が若いもの潅舞葉そのものほ内側に湾曲する塵合

が大きくまた角度も小さくなるのではないだろうか？

苗木と壮齢木また老騰沐から萠芽した針鰐導をくらべる

ならば識玲木の針葉が苗木及び頭芽じた針葉よりも生理

的年齢が若いと云いたい。苗木の時代にオモテスギとウ

ラスギを判定するのに頭をかしげなければならないのほ

その辺にも原因しているものではないだろうか？若い

時代にはまだ親の遺伝形質が表現されないと霞釈すれば

それまでのことであるがウラスギと云われているなかに

も随分判定に苦む個体が多いのに気がつく。スギの社会

を分析する上には発育段階といったいわゆる生理的な特

徴とﾂ罐との関係を結びつけてその姿をはっきりとさす
べきである。

浅田善一氏の「樹木の寿命無限論及び若返法の原理と

実際」は大変興味深く読ませていただいた。秋も潔くな

ってくると，どうも出足がにぶくなりスギの葉に耳を傾

ける棲会も少なくなってくる。一片の葉といえども太陽

光線によって葉緑素を媒体として天然の有機合成を行っ

てきたが,そのなすべき仕事は実に深遠なものであって，

生産された細胞の増加の跡をぷてもシンパーブラウンの

値にしたがってはいるが，そのなかにも右巻に生長する

ものと左巻に生長するものとあって生物エネルギーの効

率がいかに複雑なものであるかをものがたっているので

あろう。

は針葉内に貯蔵された炭水化物が新芽をつくるために分

解する時期でもあるから分解期とし，中期を転換期,後

期を合成期と呼ぶことにして体内物質の移動を調べたが

針葉Q寿命に関係あるものだけをとりあげて承ることに

する。新しい芽を形成し･てから同じ器官内で分解と合成

を2年間というものは正常に繰り返えしながら新個体を

つくってゆくが，それが3年目になると合成の機能が全

くなくなってし菫い消菱の一途をたどりだし，ついに還

元糖が零に近づいてゆき枯死の状態となる。これは苗木

について実験を行ったのであるが同じ方法で6年生の造

林木と68年生のものについても試承たが，やほり針葉

の枯死は同じ理論であった。それで針葉の寿命といった

場合は環境の良否とか母太の時間的年齢の差によって長

短の開きが出来てくるわけでそれが一定したものではな

い。基本的な寿命はまず3年であることは間違いないよ

うである。

1本のスギの木をながめてみて誰でもこずえの方は若

く，根ぎわは古いと云うにきまっている。こんなことは

いわゆる常識であってこの常識に反対する人はまずない

といってよいだろう。ミチユF-リンはこれに反対の意見

をもち，上方が古く根ぎわが若いことを示している。最

近の鐵勿学に彼の理論がはいってきてからば自然界の観

察と云うものに一段と幅を持たせた感がする。

同じクローネのなかから枝葉をとって並べてふると形

態的に非常にちがったものに気がつく。勿論この形相の

変異は発生の時間的な差や蕊寛因子の感受する庇合など

と総合的なちがいがそうさせるものであることは当然で

あるけれども一概にそれだけで片付けられるものではな

く個体が発達するための内因的なあらわれとかんがえら

れないだろうか？受精から出発したスギと挿木から出

発した個体の生理機織が完全にちがうことなどはすでに

分かりきったことである。育つと云うことは「生長」と

「発育」とに区別してかんがえるとまたかわった批判が

出来るものであろう。スギそのものには＄鐸品種として

たくさん分けられているが殆んどそれは形態上の分け方

に過ぎない。クローネの型，樹皮の性質，枝の着生状

況，毬果の形状，葉のかたちなどは大きな因子としてあ

げられている。もっとも形態上の変異というものは生活

上の有型杓な生塵吻であるから決して軽視するわけには

ゆかないが，あまりにも観念的にきめてしまうことは，

はやすぎるような気がする。少なくともその生産される

現象がどうして誘導されたのであるかと云う原因までつ

きとめて，はじめて縞果を正しく批判し，霞た新しいも

のを劇臆してゆくことが出来るものでばあるまいか？

私はまえに作物の生理と桟学的方面を研究していたが，

職沐ととつくんでゑてどうやら品種の概念と云うもの朧

《
一
、

〃

巳

ふ
一

1956年版

林業手帳
付録の内容が益盈精選されて大好評裡に目下配本中。

毎年早期に売切れ室して御迷惑をおかけしておりまし

’たが，本年は大増刷しましたので余部がまだ少しござ
います。予約期限を失われた方は今すぐお甲込み下さ

iい◎
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ある。

木材.パルプを利用する技術が発明せられ，製紙とか，

人絹とかに，めざましい進歩が行われて，木材利用のぷ

ちはひろくひらかれた。そして，方標経営者に大きな経

済的発展がもたらされたことは，たれしも認めるところ

である。さらに木材加工技術の研究が進歩し，その成果

としての加工技術の諺塞は，利用工業の発展をもたら

し，単にパルプのみにとどまらず，合板，せんい板，削

片板と，谷方面に木材が利用される分野をひろげ，原料

としての木材を要求する工業が，次第に拡大してきてい

ることは，澗嘗鑿茨にとって

私の放談

伊・藤清 三

歳末になると自分の懐の中のことも忘れてアレを買わ

ねば歳末らしくない，コレも買わねばお客様があったと

きに恥かしいとせがむのが妻の毎年の言葉である。私は

戦災にあって家財をすっかり焼失し，それにその後，多

少新調したと思った家具も再び災難にあったので家庭を

あづかる妻としては尤もな

話で，夫である私には充分

わかるような気がする。

こんな話をもち出したの

は才能あって頼まれている

のではないアチラ，ゴチラ

の編集委員会に出席する認 i
です-ら，読ませて頂く寄稿 i
原稿には,前に書いた丁裁 ｜

を飾ろう，やさしいことで ｜

もむずかしい表現をしなけ

れば程度の低い文であり，

まことによろこび腱たえな

いところである。

しかし，このようなよろ

こびはあっても，最近では

木材糖化の澗究が，きわめ

て明るい見通しをもってき

ているという段階であって

ば，われわれが，うれしい

悲鳴をとおりこして，また

また，原ｵ灘という大きな

障壁にぶちあたることは目

に見えて明らかなところで

ある。その対策がまたして

も，澗識の邇要識鍾とな

ることは当然であろう。

このようにして前進して

この工業への原料供給者で

経費法に対する反省を，与

一
I

■

へんしゅういいんの
内容と思われるのではない

か，と思って，鯛型に丁識

をつげ，くどくどしい表現

をして，自分の1噸数を失い

形式に促らわれて目的がボ

●

i 憶うだんしつ
I

ヤケているものがある。私はこれを見て，こんな所まで いる木材利用工業の現実は，この工業への原料供給者で

形式好きな，そして模放のためには自分の纈致なんか失 ある材錐者に，いやでもその経営法に対する反省を，与

ってもよい，という日本人の悪いクセが現われるかと痛 えずにはおかないであろう。その繕果として，林木育種

感して淋しく思うことがある。こんなことを書く私もそ をほかること,様地の回娠率をあげること,林地を肥培
のクセをもち，そんな人間ではないかのように装っては すること，といったような生産睦の寺銭がとられ，一

いるが，これもそのクセの笥癩であるから，他人さ童か 部のものについてば成功するものもあるだろうが，それ

ら見れば暴言で，私からいえば放談ということになるだ でもなお，木材の供給が覚つかなb,とき，われわれはそ

ろう。 の逃げ象､らをどこに象つければよいのだろうか？

ここまで考えてくると，われわれが現在とっているセ

ル戸一ズ製造髪が，まったくあなたまかせであることに
〃生命の起源"からの連想 気がつくのである。

太陽のエネルギーと，人工的にはまったくつくること

‐ 杉下卯兵衛 のできないクロロブイールと，土からの誕分などによっ
てはじめて造りだされるセルローズは，すべて自然のめ

ソビエットの生物化学者であるオパーリン博士は，こ ぐ糸であり，その鍵登はまったくわれわれの意にまかせ

のほど日本にきて識演をし，いたるところで大きい冊蕊路 ぬところである。遅灸として伸びない林木の生長を，た

をあたへたということである。鯉土の〃生命の起源〃が だ手を拱ねいてまっているより外に方法はないのである

将来実証せられて，われわれが試験管のなかで，生物の うか？気のながい話である。

､､のちをつくることができるようになるのは，ばたして 木材せんいに対する需要がさらに大きくなるときは必

いつのことであろうか。蓑ことに，まちどおしいことで ずくる。原ｵ詞く足のより深刻な時代は，いつの日にかま

－37－
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へんしゆういいんのぼうだんしつ
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が，同僚委員諸君のうん蓄を傾け汰批判を聞くだけでも

緒雛技術の臭気は感じられる。欲をいわせて頂けば，林

業撲術の論文は，学問ではなく按術の向上に関するもの

であってほしい。こう書くとそれはお前の読承方が悪い

ので，学問的なもの，事実の報告的なもの等いかなる内

容のものであっても，それらを消化して技術の進歩に役

立たせるのが技制錯たる読者の責任だと叱られそうだ。

林業の地位確立は，林業技術の進歩によってのみ自ら

の力で克ちとれるものと信じているので，敢えて会員各

位の投稿に注文をつけさせて頂くことにした。

ノイローゼ

た，きっとやってくる。このときまで涯は，オパーリン

博士の予言が現実となり，試読昔のなか，いや，ホーロ

ーびきの大きなタンクのなかで，セルローズがｲ鐸的に

しかも大量につくれるようにならないだろうか。

わたしのぼうだん

横瀬誠之

最近林野庁内の会議で，これからの林野行政は資源行

政から経済行政に重点を移さねばならぬとの意見がしば

しば強調されている。表現を変えれば林業の経済的地位

を確立せよというのである。

こうした意見に対してはいろいろの見方ができるが1

戦後10年敗戦の傷手もようやく忘れられようとしてい

る今日此頃，戦後基本的国策にまで押し上げられた治山

治水の強化推進が，地方財政の破局的窮乏に大きく影響

されて，最早今以上の発展は望み得なくなっている事実

は卒直に認めねばならない。造林は勿論のこと林業生産

の動脈である林道まで，国土保全上の効果を強調しなけ

れば補助金を出して貰えない程に林政上重要な地歩を占

めていた治山治水の合言葉に自ら水をかけるような意見

が内部から出て来る現状は，あながち為にする宜伝だと

片付けるわけにはゆかぬであろう。

もう5，6年前になるが，当時林業予算の説明が，何

事でも治山治水の効用を強調しているのに物足らず，造

林は愛林思想によって行われるか？と題する駄文を書い

て，林野行政の補助金依存を反省したことがあったが，

前記意見は，私にとってはその当時の生意気な雑文を肯

定してくれるように聞えるのである。予算穫得のため大

蔵省に納得して貰う理論は折角勉強してゆかねばならぬ

が，それはしばらく措いて，私は技術の進歩は経濱性の

原則に合致した場合に初めてその社会的価値を認めるべ

きであり，わｵLわれ林業技術者は，林業の経済性確立に

寄与する技術の向上を常に心懸けるべきだと考えている

ものである。それにもかかわらず何の間違いか学按を出

てから，唯一本の木を植える仕事さえ持たずに今日に到

って承ると，これで技術者といえるのだろうかと心配に

なり，内心誠にジクジたるを禁じ得ないのである。

雑務に追われて，いたずらに机上に重なってゆく図書

類に圧迫を感じながら，技術習得の為の努力の皆無をあ

せっている現在の生活にとって，月1回の林業技術編輯

会議は，私にとっては実に有難い息抜きの場であること

を告白しなければならない。

勿論その席上で全部の論文を熟読含味する余蕨はない

一

小沢今朝芳

「書店」でノーI､を売っている程度なら，そうおかし

くもないが，「机」が並べてあったり，｢電気スタンド」

などを売り出したら「着板に鯖りあり」と言いたくなろ

う。

「林業技術」にも，看板に相応しからぬとはいえない

までも，そもそも林麹術とは，何んと定義するのかと

疑いたくなるような嚴鶴も，たまさか見受けられ，いさ

さか最近の「材築技術」には一貫した編集方針がないよ

うだと言った人がある。

工業における技術の進歩にはめざましいものがある。

工場における工員は，もはや溺戒のガイドにすぎず，極

言すれば，気休めについている種童になろうという。世

は正に「オートメF-ション時代」である。

また晨近わが国を訪れた存名な生化学者は，東京での

識演の最後を「簡単な生物の合成も，きわめて困難だが

夢慎ではない」という言葉で結んでいる。

搾業においても「木材はすべてすりつぶして使う時代

が間もなくやってくる」といわれている。あるいばまた

林調麦術を「林業の中における技術」とぶることにとど

まらず，進んで「一般鰹諜｣，大きくいえば「国民経濱」

の中における＃鐸としての満業翻『の在り方が究明され

なくてはならないという。

こうなると，わが「剃蒙技術」も安眠をむさぼってい

るわけにはゆかない。

そこで，このような世の進運にそって，一応「近代的

な装い」を施そうとした「編集委員」の慌てぶりが，か

く「看板に捲り」あらしめたものであろう。編集委員た

る者いささか「ノイローゼ」気味である。かくいう小生

などは，いたずらに気ばかり焦って，宙にまっている重

症患者であろう。

㎡

&

公
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へんしゆういいんのぼうだんしつ

しかし，私は病人らしい夢をもっている。「林業技術」

を綜合籍誌として，大げさな表現をすれば，擁業界にお

ける「文芸着湫」的な役目を果させたいと念願してい

る。その程度は「高からず，低くからず｣，「親し承ある

撒誌」として，毎号『とびつくような記事」を満載し，

これを読んでいれば，「泳業,林学界の動き」も，「洞桑

時事問題」も，「新しい技術」も．…．．，そして多少と

も澗集に関心をもつものの愛読誌としたい。行く行くは

「店頭」に並べて染たい。等盈と，ノイ戸一ゼ患者の夢

ははてしなく続く……。

赫昔と名乗っており，罐の個々の技術にはある程麗重

じているつもりでいても，このように一まとめにしてこ

られると言葉に窮するのである。私はときどき「木へん

に寸と書いたら何と読むか」といって子供をからかうこ

とがあるが，言葉に窮するのは，これとは逆に汐徽術

というものを部分的に分話してしか考えていないせいで

あろう。

しかし最近のように林業陵術上の課題が増加してき，

搾繕凌術への期待が高まってくると，今までのようにこ

れを個盈ばらばらに考えていたのではいかないように考

えられる。そこで淵…『を分類し，これを体型づけ，

その性格と進むべき方向を樵謝して見ようとするのであ

るが，これもなかなかむづかしい。

今年は，この識上でこうした問題が討論され，材蒙技

術なるものの性繍がもっと究明されることを念願してや

まない。

澗樂隣術の発展も，そうしたところからこそ促進され

るであろう。

林業凄術者諸兄の喬堅を祈る次第である。

『

｢林業技術とは」という質問
一

大源喜子男

最近，おもいがけない処で一般の人をから「林業技術

というのは，どういうものですか」と聞かれることがあ

る。

これは，林業に対する一般人の知識が高まってきたこ

とによるものであろうが，聞かれた当人の方は，面くら

って答の弁がスラスラとは出てこない。みづから林業陵

屯

××

才
早

◇

加納 孟

最
近
の
林
業
解
読
シ
ヅ
ー
ズ

わ
か
り
や
す
い
獣
注
文
は

よ
み
や
す

おなじ樹種でも立地のちがいや生い立ちによ

蒲潅撫ﾔ薮巽;縄蕊識う。麺

’ ’篝 瀧種藩獄 鰯 延清高橋

い
世鮮醗鵺麓簿織西雛畿鶴
して来た山部の演習林長の最初の報告。

篶譲繼鋪識舗鍔獺鐘 渡辺啓吾 周
赫
協
へ

擢嶽学の大部の本と画面からとりくむのは厄
介だが、ここでは苗木の本数と苗長のはかり
方についての応用法が一読してわかる。

』
Ｐ
■
■
■
■
ｐ
■
甲
四
■
Ｌ
■
』
周
■
‐
岡
■
■
ｊ
■
０
口
凶
ｂ
Ｂ
■
ｐ
Ｇ
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Ｉ
■

八木下 弘

寵幾髭欝勇鍵蟄潅慧箭瀦
局業務写真室の主がときあかす。
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に本協会と称する）の目的達成のために各支部相互の

連繋を密にし併せて会員の獅断向上を図ることを目的
とするも

第四条本連合会は前条の目的を達成するために左の事

業を行う。
－各支部相互間の連絡協調に関する事業

二会員の技術向上に必要な事業

三その他本連合会の目的を達成するために必要な
事業

第三章役 員

第五条本連合会に左の役員を綴く･
会長 一名

委員 六名以内
うち一名を監査委員とする。

幹事 若干名

第六条役員の選出方法は左の通りとする。
一会長は委員会に於て選出する。
二委員は各支部二名以内とし，各支部長及び麦部

長の推薦する会員を以ってこれにあてる。
三監査委員ほ委員の中からこれを互選する。

四幹事は会員の中から会長がこれを委蛎する。

支部の役員は本連合会の役員を兼ねることは妨げ
ない。

第七条役員の職務は左の通りとする。

一会長は本連合会を代表し，本連合会の業務を統
轄する。

二委員は本連合会の運営及び業務の執行にあた
る。

三監査委員は業務を監査する。
四幹事は本連合会の事務を担当する。

第八条役員の任期は満二ヶ年とする。但し重任を妨げ
ない。

役員は任期澗了後に於ても後任者が就任するまではそ

の戦務を行うものとする。

補欠選挙により就任した役員は前任者の任期を継承す
る。

第九条本連合会臓本協会の要請により地方理事二名を

推薦するものとし，委員の中から連合会長がこれを指
名する。

第十条本連合会に顧問を置くことができる。
顧問は委員会の決議によって連合会長がこれを委嘱す
る｡

第四章会 議

第十一条本連合会の会議は総会及び委員会の二つとす
るo

第十二条総会は連合会長がこれを招集し規約の変更，
予算決算の承認，その他重要な事項を議決する。

第十三条委員会は本連合会の運営に関する事項につい
て，必要ある場合連合会長がこれを招集する。

第五章会 計

第十四条本連合の経費は，各支部からの拠出金及び寄
附金並びにその他の収入を以ってこれにあてる。

第十五条本連合会の会計年度は本協会の会計年度に準
ずる。

附 則

第十六条本規約は昭和三十年四月一日に遡行して実施
する。

○信州支部連合会大会

10月30日長野市長野県立図書館において，日林協信

州支部連合会の結成大会を開催｡長野営林局荒木計画課
長の開会の辞に始まり同局塚野経営部長から経過報告が

あって，議長には長野県木下林務部長力選出されて議事
に移り旧支部関係業務及び会詞報告並びに砂蝉額の処理
について旧支部理事者より説明があり異議なく可決｡つ
いで，信州支部連合会規約の審議，役員の選出を行って

後，新任黒河内信州支部連合会長の挨拶，日林協理事長

代理松原専務理事の挨拶に続いて，林業試験場大政場長

の祝辞があって…}こ大会を終了した。

筒引き続いて日本林学会中部支部総会を開催して後次
の両氏による特別講演を聞き，午後は林学会の研究発表
会，叉翌31日は見学旅行を実施して盛会裡に大会を終
った。

特別識演

題未定林野庁長官柴田栄氏
日本経済の動向と林業稲葉秀三氏

見学旅行（31日）

第1班浅間山ろくからまつ林
第2斑木曾ひのき林

第3班佐久間ダム

O信ﾘﾘ'1支部連合会役員

会長黒河内雅次（営称局長）
委員村上恵二(信大農学部長)，木下皓策(梁株務部長)，

塚野忠三（局経営部長），長友安平（梁治山課長），
濫査委員浅田節夫（信大）

幹事渡辺敏人鱈林局），大宮光秋（〃），山中三十四
（県庁）

○長野営林局支部役員

支部長黒河内雅次（局長）

昌膣部長塚野忠三確営部長）
委員岩山高遠（総務部長），滝川三郎（事業部長），稗

田秋雄(庶務課長），荒木一郎衞画課長)，樫下規
矩(造洞課長），中村健次（利用課長)，前田隆太郎

（長野署長)，早川政雄（諏訪署長），梅原博（福島署

長），渡辺緑郎（林試木曾福島分場長），
監査委員稗田秋雄,前田隆太郎

幹事大宮光秋(庶務課)，瀞需博（計画課)，森尭（〃)，
武居岳夫（造林課），田沢兵司（〃），渡辺敏入（利
用課）

O信州支部連合会規約

第一章総 則

第一条本連合会ほ社団法人日本林業技術協会信ｿ1陸部
連合会と称し，その事務所を長野市長野営林局内に置
く。

第二条本連合会ば社団法人日本林業技術協会長野営林
局支部，長野県支部及び信州大学支部に属する会員を
以って組織する。

第＝章目的及び事業

第三条本連合会ば社団法人日本林業技術協会（以下単

〃

一

１
１

J西
＝

－404－
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称業攻策は自然的制約の下に長期計画を必要とする。もし諸政策･諸施設を誤るならば森
林におよぼす影響大といえる。本書は日本の澗錐の現状を前提とした独創的立場から
論じた名著。

今回の改訂は図表を新しくし，且つ誤字を訂正した決定版として世に送る。12月15日発売
〔主要目次〕 1．林業の特質及びその国民経済的効用2．国民経済における林業の地

位 3.林業政策の担当機関 4.林野土地制度 5．森林保護政策6保
安林政策 7.林業経営の技術的指導規正 8．林業経営の経済的保育
9．林業労働行政 10．統制経済と林業

薗部一郎・三浦伊八郎共著 中村賢太郎著

篁標準林学講義 育林学原
A5. 910頁価950円〒70円 A5. 418頁価400円

論
〒70円

－

正男著 伊藤一雄著

黒樹病講義
１日

改
訂

圭
口

理論森林経理学
〒70円
一

A5. 300頁価750円A5. 380頁価480円〒70円

浦伊八郎著 島田錦蔵著

寄林業実験と実習 アメリカ林業発展史
A5. 456頁価480円〒70円 B6. 220頁価150円〒32円
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振替東京195298番
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！
が我,々の理想からほど遠いものであることを告白する。

◇それにしても，本誌が全国1万2千の会員のためのも

のであって，何がしかのプラスになって居ることも事実

であり，常に「林業技術」の品位を保持し得て居ること

についてば，偏えに次の編集委員各位の御尽力によるも

のであることを披歴して，鼓に日頃の御協力に対し満腔

の謝意を表したい。

〔編集委員〕小田精氏，淡瀬誠之氏，小沢今朝義氏，

，伊藤精三氏，大福喜子男氏，松原一夫氏，潴瀬寅

三氏，杉下卯兵術氏，坂口勝美氏，坂口利夫氏。

◇会員諸氏の多幸な新春を祈って末筆とする。
（松原記）

E=て二言=言言一一一三一--------－ﾆｰろ一一一口=一=一

編集あとがき
ﾛ ﾆ==ろ一一－

◇1955年もあと2句を以て終らうとする。偽朧横行の

政活悪，道義頽廃の社会悪に嘆心した終戦後の世相も漸

く我灸の眼から拭い去られた様な気がする。師走の東京

の街はあわただしいが，極めて華やかで，無だやかであ
る。◇日本の経済も一応ば安走を見せた，然しそれは我

盈の視界の限りであるかも知れない。それにしても欣ぱ

しいことである。◇この一年間の歩象一5月の総会で

支部分会の磯購整備が決められたが，その要綱に則って

奥羽，信州，四国，九州等の各地で支剖睡合会大会が開

催された。本会の組織も更に一歩づつ前進しつつある。

林野庁から委托された北海道の風害調査ば専門権威者の
協力を煩はして実施した。これは来年も行はれる筈であ

る。北海道の航空撮影の設計監督も予定通り終了した。

その他…･◇林業百霧陣典の編集一一これこそ，本会が

目下直面する最大の難事業であるが，主として在京の専

門諸先生方の絶大なる支援によって軌道に乗って来た。

◇このようにして，各種事業が行はれて居る中にあって

本誌の歩承はどうであらか？とかく雑用に追はれて本誌

の編集，発行がおろそかになり勝ちであった嫌ひはある

にしても，それほど会員の期待に背かなかったと思うこ

とは編集子の自負であらうか。とば言えまだ会誌の内溶

昭和30年12月10日発行

林 業 技 術第166号

編集発行人 松 原 茂

印刷所合同印刷株式会社
一

～

社団法人日本林業技術協会
東京都千代田区六番町七番地
電話（33）7627．9780番
振替・東京60448番

発行所
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第79冊高橋延清著

林木育種の族

第80冊兵頭正寛著

和紙とその原料
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第13輯東大教授・農博中村賢太郎著
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第81冊加納 孟箸

成長 と 材質

第82冊沼田 其著

竹林の生態

､~､~-､ヘヘー林業普及シリーズ~､ﾊﾊｰ､-,ハ

No.40 加藤誠平箸

這材用索道主索の設計と榛定

凸

第83冊平井信二箸

材料としての木材
価100円（会員90円）〒8円

No．41 上田弘一郎著

竹林の仕立方
価90円（会員80円）〒8円

No.44 渡辺資仲著

たんにんあかしや

価70円 （会員60円）〒8円

いずれも価50円〒8円
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